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　クリスマスシーズンを迎え、中心市街地の

賑わい創出の一助としてJR武生駅から市役所

前の樹木にイルミネーションが点灯しました。

　寒い冬の夕暮れ、学校や仕事帰りで疲れた

人々の心を、ほんのり優しく暖めてくれる、

そんな癒しの空間を演出しています。

　一度足を運んでみてはいかがでしょう。　

駅前通りが華やかに！駅前通りが華やかに！ ■中心市街地活性化
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●
市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
住
み
よ
い

街
づ
く
り
推
進
条
例
」「
大
規
模
集
客

施
設
制
限
地
区
建
築
条
例
」
を
、
今

年
３
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
要
望

　
市
が
昨
年
７
月
に
実
施
し
た
市
民

意
識
調
査
に
お
い
て
、「
越
前
市
で
足

り
な
い
と
こ
ろ
、
嫌
い
な
と
こ
ろ
は

何
で
す
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、

最
も
多
く
の
人(

約
58
％)

が
、「
中
心

市
街
地
が
空
洞
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

を
選
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
は
、
市
全
体
の
重
要
な
課

題
と
い
え
ま
す
。

●
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

　
自
動
車
の
普
及
に
伴
い
、
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
空
洞
化
が
進
む

と
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た
道

路
、
下
水
道
、
学
校
な
ど
の
都
市
施

設
が
利
用
さ
れ
ず
無
駄
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
が
薄
く
広
が
っ
て

い
く
こ
と
は
、
郊
外
に
新
た
な
施
設

整
備
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
財
政
や

社
会
全
体
の
負
担
が
膨
ら
む
ほ
か
、

車
が
な
け
れ
ば
生
活
し
に
く
い
都
市

構
造
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
心
市
街
地
の
空
洞
化

は
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
の
人
口
が
減
少
し
、
超
高
齢

社
会
を
迎
え
る
な
か
、
今
後
は
市
街

地
の
無
秩
序
な
拡
散
に
歯
止
め
を
か

け
、
市
民
生
活
の
拠
点
と
し
て
中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
、
お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い
人
に
と

っ
て
暮
ら
し
や
す
い
「
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
」が
必
要
で
す
。

●
国
の
動
き

　
こ
の
た
め
、
国
は
都
市
計
画
法
、

中
心
市
街
地
活
性
化
法
な
ど(

ま
ち

づ
く
り
三
法)

を
改
正
し
、
国
が
認

定
し
た
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
」
を
重
点
的
に
支
援
す
る
体
制

を
と
り
ま
し
た
。
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交通の便が
悪いところ

活気と賑わいの
ないところ

　仁愛大学の「まちなか授業」や「越前ぶらりツアー」、

福井大学生の「町家改修」など、若者らしい取り組み

が始まっています。

問合先　
　都市計画課
　1(２２)３０１２

　今後の５年間では、定住人口の増加を最優先に取り組みます。あわせて、

交流人口の増加を図り、住む人や歩く人を増やし、商業の活性化につなげ

ていきます。

●計画期間

　本年11月から平成24年度末までの５年5カ月です。

●中心市街地の区域

　区域は、ＪＲ武生駅から概ね１キロメートル圏内で、面積は123ヘク

タール、24の町内が含まれます。

●基本方針

１．歩いて暮らせる“まちなか居住”の推進

２．多様な主体の活動と交流による“にぎわい”の創出

３．越前の歴史やモノづくりを発信する“まちなか観光”の推進

４．歴史、水、緑を大切にした“美しい景観”の形成

５．誰もが“訪れやすい”中心市街地の形成

●数値目標

１．人口の２％増加　　　２．休日の歩行者数の30％増加

毎月第１日曜日に蔵の辻で開催されている壱の市毎月第１日曜日に蔵の辻で開催されている壱の市

【
市
長
か
ら
一
言
】

　
将
来
に
わ
た
り
越
前
市
が
住

み
よ
く
、
持
続
的
な
発
展
を
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
都
市
の
生
活
拠

点
と
な
る
中
心
市
街
地
の
活
性

化
は
、
都
市
政
策
の
重
要
な
課

題
で
す
。
今
回
の
、「
越
前
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」が

国
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
市

の
中
心
市
街
地
活
性
化
を
国
も

協
力
し
支
援
し
て
い
く
と
い
う

証
し
で
あ
り
、
大
き
な
後
押
し

に
な
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
、

行
政
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、

こ
の
基
本

計
画
を
着

実
に
推
進

し
て
い
き

た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
越
前
市
の
『
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
』
が
11
月
30
日
、
国
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
18
市
が
認
定
さ
れ
て
い
て
、
今
回
は
越
前
市
・

福
井
市
な
ど
５
市
が
、
新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
国
か
ら
重
点
的
な
支
援
や
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
目
標
の

実
現
に
む
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

越
前
市
の

『
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
』
が

国
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

越
前
市
の

『
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
』
が

国
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

特  集

基本計画の概要基本計画の概要

中
心
市
街
地
活
性
化
の
背
景

越前市で足りないところ、
嫌いなところは何ですか？Q

中心市街地が
空洞化しているところ

58.1%
53.4%

39.5%

～いろんな取り組み、始まっています～

にぎにぎ

まちなかに賑わいを！まちなかに賑わいを！

8月1日、JR武生駅前のセンチュリーs
プラザ1階にオープンした　
「まちづくりセンター」　

11月4日に行われたs
越前ぶらり　

ツアーのようす　

t7月6日に行われた、中心市街地
　活性化協議会設立総会のようす

これからが
スタート！

みんなで取
り組もう！

みんなで取
り組もう！これからが

スタート！

（複数回答）

■蔵の辻と商店街が連携した活性化事業

■「観光・匠の技 案内所」の開設

■散策ルートの景観、道しるべなどの整備

■民間優良共同住宅整備の支援

■高齢者向け優良賃貸住宅整備の支援

■まちなか住宅用地購入の支援

■全国都市再生モデル調査事業

●「親子でまち暮らしを楽しむ家」
　　　　　　　　　　　設計コンペ公開審査会

～中心市街地の伝統的な町屋を
　　　　　　親子でまち暮らしを楽しむ家に～

■大学生と連携した取り組み

　基本計画にある事業を具

体化していくために、関係

者がアイディアを出し合い

活発な議論が行われています。

■「中心市街地活性化協議会」の取り組み

■「たけふ冬のイルミネーション」

　JR武生駅前から蔵の辻を中心に、住民や事業者・

行政が連携して、イルミネーションを取り付けました。

【点灯期間】

12月3日(月)～

平成20年1月14日(祝)

午後5時～10時まで

■「まちづくりセンター」をご利用ください

　空き家・空き店舗・土地の活用に関すること、ま

ちなか観光や市民事業のサポ

ートなどに取り組んでいます。

一度お立ち寄りください。

　県建築士会南越支部と武生ルネッサンス、仁愛大学・

福井大学が、市街地に残る歴史資源などの調査・整

備を行っています。

と　き　12月22日（土）　午後1時～5時

ところ　市民ホール

問合先　県建築士会南越支部　1（24）4788

越前市広報12月15日号 2越前市広報12月15日号3
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～中心市街地の伝統的な町屋を
　　　　　　親子でまち暮らしを楽しむ家に～

■大学生と連携した取り組み

　基本計画にある事業を具

体化していくために、関係

者がアイディアを出し合い

活発な議論が行われています。

■「中心市街地活性化協議会」の取り組み

■「たけふ冬のイルミネーション」

　JR武生駅前から蔵の辻を中心に、住民や事業者・

行政が連携して、イルミネーションを取り付けました。

【点灯期間】

12月3日(月)～

平成20年1月14日(祝)

午後5時～10時まで

■「まちづくりセンター」をご利用ください

　空き家・空き店舗・土地の活用に関すること、ま

ちなか観光や市民事業のサポ

ートなどに取り組んでいます。

一度お立ち寄りください。

　県建築士会南越支部と武生ルネッサンス、仁愛大学・

福井大学が、市街地に残る歴史資源などの調査・整

備を行っています。

と　き　12月22日（土）　午後1時～5時

ところ　市民ホール

問合先　県建築士会南越支部　1（24）4788

越前市広報12月15日号 2越前市広報12月15日号3
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店

店

s
紙
す
き
や
刃
物
づ
く
り
の
工
程
を
紹
介
し
た

　
和
紙
人
形
と
制
作
者
の
西
野
謹
子
さ
ん(

定
友
町)

　
市
は
、
観
光
や
伝
統
工
芸
情
報
の
発

信
基
地
と
し
て
、「
観
光
・
匠
の
技 
案
内

所
」
を
12
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
武
生
駅
前
の
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。�

　
こ
の
案
内
所
で
は
、「
春
の
花
筐
公
園
」

や「
秋
の
た
け
ふ
菊
人
形
」な
ど
旬
の
名
所
・

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
、
年
間
を
通
じ
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
写
真
で
紹
介
。
ま
た
、

越
前
和
紙
・
打
刃
物
・
指
物
な
ど
の
伝
統
工

芸
品
を
展
示
・
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

し
た
ほ
か
、
紙
す
き
や
刃
物
づ
く
り
体
験
、

タ
ン
ス
町
通
り
な
ど
、
伝
統
工
芸
の
技
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
な
ど
も
案
内
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
近
隣
市
町
の
観
光
や
伝
統
産

業
も
紹
介
し
、
丹
南
地
域
の
窓
口
と
し
て
観

光
客
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
利
便
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

問
合
先
　
観
光
・
匠
の
技  
案
内
所

　
1(

２
４)

０
６
５
５

▲奈良市長から記念品を受け取る
　川森さん親子

　
万
葉
菊
花
園(

余
川
町)

の
入
園
者
が
11

月
10
日
、
50
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
万
葉
菊
花
園
は
、
市
の
花
に
も
決
ま

っ
た
「
菊
」
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

平
成
10
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
四
季
を

通
じ
て
菊
の
栽
培
や
展
示
が
行
わ
れ
、

７
本
立
て
や
千
輪
菊
な
ど
伝
統
的
な
栽

培
方
法
も
見
学
で
き
る
施
設
で
す
。

　
記
念
と
な
る
50
万
人
目
は
、
帆
山
町

在
住
の
川
森
真
知
子
さ
ん
、
未
喜
ち
ゃ
ん
、

悠
生
ち
ゃ
ん
の
親
子
。
園
の
入
口
に
用

意
し
た
く
す
玉
を
割
っ
た
後
、
奈
良
市

長
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
一
度
足
を
運
び
、
菊
な
ど
、

い
ろ
ん
な
花
と
触
れ
合
い
ま
せ
ん
か
。

●
写
真
展
と
花
の
ハ
ガ
キ
絵
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
を
開
催
中
で
す
。

と
き
　
平
成
20
年
１
月
31
日
（木）
ま
で

問
合
先
　
万
葉
菊
花
園

　
1(

２
７)

７
８
０
０

か
わ
も
り 

ま
　
ち
　
こ

み

き

ゆ
う
せ
い

▲案内所では伝統工芸品を展示・販売しています

【センチュリープラザ(１階)】

観光・匠の技
案内所

まちづくり
センター

消費者
センター

NPO
市民活動
交流室

Ｗ
Ｃ

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPIC 1

12/2

〜
越
前
和
紙
・
打
刃
物
・
指
物
な
ど
、
伝
統
工
芸
品
を
ず
ら
り
展
示
〜

TOPIC 3

11/28

福
武
線
利
用
促
進
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

〜「
残
す
」か
ら「
活
か
す
」へ
。公
共
交
通
機
関
は
、将
来
の
資
産
で
す
〜

TOPIC 2

11/10

万
葉
菊
花
園

入
園
50
万
人
を
達
成
！

TOPIC 4

11/30

初
の
市
議
会
報
告
会

を
開
催

店

店

店

武生
パレスホテル

ロータリー

消費者センター　1(22)3773
　消費者行政に関する相談受付
　月～金曜日 午前８時半～午後５時

■施 設 名�

■と こ ろ�センチュリープラザ1階
� (府中一丁目2-3、ＪＲ武生駅前)

■床 面 積�１０８．６平方メートル
� (約32.8坪)

■開館時間�午前９時～午後６時(年中無休)
� ※12/30～1／2を除く

※この施設は電源立地地域対策交付金を受けて
　設置しました。

パネルディスカッション
「みんなで守ろう福武線」

■まちの活性化が不可欠

冨永昌孝さん・パネラー
(武生商工会議所専務理事)

利用者を増やすには、沿線のまちの活性化が不

可欠では。また近い将来、環境面からも必要性

が見込まれることから、残すことが大切です。

■時刻表が生活のリズム！

定政富慈子さん・パネラー
(福武線利用者)

電車の時刻に合わせ行動しているため、生活のリズ

ムです。車内ではいろんな人と会話できるし、若者

の話も聞けてコミュニケーションがとれますよ。

■定時に到着。ありがたい

工藤敏幸さん・パネラー
(福武線で通う高校生の保護者)

乗り換えなしで定時に学校に通える福武線は、

利用者はもちろん、親としても非常にありがた

いです。車窓からの眺めも楽しめて、一つの文

化資産だと思います。

■情報が不足。実体を知って

坂野良治さん・パネラー
(市老人クラブ連合会長)

福武線を利用することが多い私たち高齢者が、

存続問題についての情報をあまり知りません。

今後、利用促進について、みんなで話し合います。

■イベントと関連づけて

高橋八州太郎さん・パネラー
(ふくい路面電車とまちづくりの会)

利用者増に向け、イベントと連携した取り組み(料

金プラン)など検討しては。また駅構内の清掃や、

時刻表を見やすくするなど、できることから取

り組むことが大事。

■住民は恩恵を受けている

川上洋司氏・コーディネーター
(福井大学大学院教授)

車社会や少子化など、公共交通を取り巻く環境

は非常に厳しいですが、環境面や交通渋滞緩和

などの点で社会的便益を受けています。

今後は、「残す」から「活かす」という議論を。

く どうとしゆき

さか の りょうじ

たかはしや　す　た ろうとみながよしのり

さだまさ ふ　じ　こ

かわかみよう じ

　
福
井
鉄
道
・
福
武
線
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
考
え
る
「
福
武
線
利
用
促
進
・
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
11
月
28
日
、
福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
福
井
鉄
道
(株)
鉄
道

部
長
か
ら
福
武
線
の
利
用
状
況
な
ど
の

報
告
、
島
洋
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
計
画
部
長

か
ら
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
取
り
組
み
事

例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
福
武
線
の
利
用
者
や
そ

の
保
護
者
な
ど
を
交
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
、
福
武
線
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
３
５
０
人
の
参
加
が
あ
り

会
場
に
立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
で
、
公
共

交
通
に
対
す
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

▲フォーラムには大勢の人が参加しました

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
1(

２
２)

３
０
１
６

　
市
議
会
報
告
会
「
市
民
と
議
会
の
交
流

座
談
会
」
が
、
11
月
30
日
に
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
会
は
、
議
会
の
活
性
化
を
目

指
す
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
、
今
回
初
め

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
各
議
員
か
ら
新
庁
舎
建
設

や
福
井
鉄
道
福
武
線
へ
の
支
援
、
学
校
給

食
な
ど
、
今
年
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

課
題
に
つ
い
て
経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
民
が
質
問
や
日
ご
ろ
思
っ

て
い
る
こ
と
を
発
言
し
、
そ
れ
に
議
員
が

回
答
す
る
な
ど
、
活
発
な
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

問
合
先
　
議
会
事
務
局

　
1(

２
２)

３
４
２
６
　

▲これまでの議会での議論を報告する議員と参加された
市民の皆さん

し
ま
ひ
ろ
む

～パネルディスカッションの

　　　　　　意見を紹介します～

位置図場所が変わりました場所が変わりました

s
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

たくみ

「観光・匠の技 案内所」

『
観
光
・
匠
の
技 

案
内
所
』が
、駅
前
に
オ
ー
プ
ン

た
く
み
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s
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や
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づ
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り
の
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を
紹
介
し
た

　
和
紙
人
形
と
制
作
者
の
西
野
謹
子
さ
ん(

定
友
町)

　
市
は
、
観
光
や
伝
統
工
芸
情
報
の
発

信
基
地
と
し
て
、「
観
光
・
匠
の
技 

案
内

所
」
を
12
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
武
生
駅
前
の
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。�

　
こ
の
案
内
所
で
は
、「
春
の
花
筐
公
園
」

や「
秋
の
た
け
ふ
菊
人
形
」な
ど
旬
の
名
所
・

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
、
年
間
を
通
じ
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
写
真
で
紹
介
。
ま
た
、

越
前
和
紙
・
打
刃
物
・
指
物
な
ど
の
伝
統
工

芸
品
を
展
示
・
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

し
た
ほ
か
、
紙
す
き
や
刃
物
づ
く
り
体
験
、

タ
ン
ス
町
通
り
な
ど
、
伝
統
工
芸
の
技
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
な
ど
も
案
内
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
近
隣
市
町
の
観
光
や
伝
統
産

業
も
紹
介
し
、
丹
南
地
域
の
窓
口
と
し
て
観

光
客
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
利
便
性
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

問
合
先
　
観
光
・
匠
の
技  

案
内
所

　
1(

２
４)

０
６
５
５

▲奈良市長から記念品を受け取る
　川森さん親子

　
万
葉
菊
花
園(

余
川
町)

の
入
園
者
が
11

月
10
日
、
50
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
万
葉
菊
花
園
は
、
市
の
花
に
も
決
ま

っ
た
「
菊
」
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

平
成
10
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
四
季
を

通
じ
て
菊
の
栽
培
や
展
示
が
行
わ
れ
、

７
本
立
て
や
千
輪
菊
な
ど
伝
統
的
な
栽

培
方
法
も
見
学
で
き
る
施
設
で
す
。

　
記
念
と
な
る
50
万
人
目
は
、
帆
山
町

在
住
の
川
森
真
知
子
さ
ん
、
未
喜
ち
ゃ
ん
、

悠
生
ち
ゃ
ん
の
親
子
。
園
の
入
口
に
用

意
し
た
く
す
玉
を
割
っ
た
後
、
奈
良
市

長
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
一
度
足
を
運
び
、
菊
な
ど
、

い
ろ
ん
な
花
と
触
れ
合
い
ま
せ
ん
か
。

●
写
真
展
と
花
の
ハ
ガ
キ
絵
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
を
開
催
中
で
す
。

と
き
　
平
成
20
年
１
月
31
日
（木）
ま
で

問
合
先
　
万
葉
菊
花
園

　
1(

２
７)

７
８
０
０

か
わ
も
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ま
　
ち
　
こ

み

き

ゆ
う
せ
い

▲案内所では伝統工芸品を展示・販売しています

【センチュリープラザ(１階)】

観光・匠の技
案内所

まちづくり
センター

消費者
センター

NPO
市民活動
交流室

Ｗ
Ｃ

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPIC 1

12/2

〜
越
前
和
紙
・
打
刃
物
・
指
物
な
ど
、
伝
統
工
芸
品
を
ず
ら
り
展
示
〜

TOPIC 3

11/28

福
武
線
利
用
促
進
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

〜「
残
す
」か
ら「
活
か
す
」へ
。公
共
交
通
機
関
は
、将
来
の
資
産
で
す
〜

TOPIC 2

11/10

万
葉
菊
花
園

入
園
50
万
人
を
達
成
！

TOPIC 4

11/30

初
の
市
議
会
報
告
会

を
開
催

店

店

店

武生
パレスホテル

ロータリー

消費者センター　1(22)3773
　消費者行政に関する相談受付
　月～金曜日 午前８時半～午後５時

■施 設 名�

■と こ ろ�センチュリープラザ1階
� (府中一丁目2-3、ＪＲ武生駅前)

■床 面 積�１０８．６平方メートル
� (約32.8坪)

■開館時間�午前９時～午後６時(年中無休)
� ※12/30～1／2を除く

※この施設は電源立地地域対策交付金を受けて
　設置しました。

パネルディスカッション
「みんなで守ろう福武線」

■まちの活性化が不可欠

冨永昌孝さん・パネラー
(武生商工会議所専務理事)

利用者を増やすには、沿線のまちの活性化が不

可欠では。また近い将来、環境面からも必要性

が見込まれることから、残すことが大切です。

■時刻表が生活のリズム！

定政富慈子さん・パネラー
(福武線利用者)

電車の時刻に合わせ行動しているため、生活のリズ

ムです。車内ではいろんな人と会話できるし、若者

の話も聞けてコミュニケーションがとれますよ。

■定時に到着。ありがたい

工藤敏幸さん・パネラー
(福武線で通う高校生の保護者)

乗り換えなしで定時に学校に通える福武線は、

利用者はもちろん、親としても非常にありがた

いです。車窓からの眺めも楽しめて、一つの文

化資産だと思います。

■情報が不足。実体を知って

坂野良治さん・パネラー
(市老人クラブ連合会長)

福武線を利用することが多い私たち高齢者が、

存続問題についての情報をあまり知りません。

今後、利用促進について、みんなで話し合います。

■イベントと関連づけて

高橋八州太郎さん・パネラー
(ふくい路面電車とまちづくりの会)

利用者増に向け、イベントと連携した取り組み(料

金プラン)など検討しては。また駅構内の清掃や、

時刻表を見やすくするなど、できることから取

り組むことが大事。

■住民は恩恵を受けている

川上洋司氏・コーディネーター
(福井大学大学院教授)

車社会や少子化など、公共交通を取り巻く環境

は非常に厳しいですが、環境面や交通渋滞緩和

などの点で社会的便益を受けています。

今後は、「残す」から「活かす」という議論を。

く どうとしゆき

さか の りょうじ

たかはしや　す　た ろうとみながよしのり

さだまさ ふ　じ　こ

かわかみよう じ

　
福
井
鉄
道
・
福
武
線
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
考
え
る
「
福
武
線
利
用
促
進
・
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
11
月
28
日
、
福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
福
井
鉄
道
(株)
鉄
道

部
長
か
ら
福
武
線
の
利
用
状
況
な
ど
の

報
告
、
島
洋
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
計
画
部
長

か
ら
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
取
り
組
み
事

例
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
福
武
線
の
利
用
者
や
そ

の
保
護
者
な
ど
を
交
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
、
福
武
線
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
３
５
０
人
の
参
加
が
あ
り

会
場
に
立
ち
見
が
で
る
ほ
ど
で
、
公
共

交
通
に
対
す
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

▲フォーラムには大勢の人が参加しました

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
1(

２
２)

３
０
１
６

　
市
議
会
報
告
会
「
市
民
と
議
会
の
交
流

座
談
会
」
が
、
11
月
30
日
に
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
会
は
、
議
会
の
活
性
化
を
目

指
す
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
、
今
回
初
め

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
各
議
員
か
ら
新
庁
舎
建
設

や
福
井
鉄
道
福
武
線
へ
の
支
援
、
学
校
給

食
な
ど
、
今
年
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

課
題
に
つ
い
て
経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
民
が
質
問
や
日
ご
ろ
思
っ

て
い
る
こ
と
を
発
言
し
、
そ
れ
に
議
員
が

回
答
す
る
な
ど
、
活
発
な
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

問
合
先
　
議
会
事
務
局

　
1(

２
２)

３
４
２
６
　

▲これまでの議会での議論を報告する議員と参加された
市民の皆さん

し
ま
ひ
ろ
む

～パネルディスカッションの

　　　　　　意見を紹介します～

位置図場所が変わりました場所が変わりました

s
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

たくみ

「観光・匠の技 案内所」

『
観
光
・
匠
の
技 

案
内
所
』が
、駅
前
に
オ
ー
プ
ン

た
く
み



　地方自治法施行60周年を祝い、11月20日に東京

国際フォーラム(東京都千代田区)で開催された記念

式典で、地方自治推進に貢献した団体として、市

区長会連合会(中西明彦会長)が総務大臣表彰を受け

ました。

　これは連合会が、市と行政協力協定を結び、積

極的に市政運営に協力している点や、地方分権型

社会に対応するため地域自治振興事業を提言・発

足させ、防犯、ゴミ不法投棄の監視など、地区の

個性を生かした自主的なまちづくりに貢献してい

る点などが高く評価され、今回の受賞となりました。

問合先　行政管理課　1(２２)３０１３

　市西部地域で里山の保全活動を行っている「水辺と

生き物を守る農家と市民の会(長谷川巌会長)」が、田

園自然再生活動コンクールで、農林水産大臣賞を受

賞しました。

　この会は平成12年に絶滅危惧種「アベサンショウウ

オ」の生息が確認されたことをきっかけに、地元有志

が中心となって活動を始め、昨年正式に発足。以降、

地元小中学校と協働で、生き物観察会や都市との交流

を図る「エコキャンプ」などを継続的に開催しています。

また平成16年には環境省「里地里山保全再生モデル事

業」実施地域に選ばれるなど、地元住民のこれまでの

活動が評価され、今回の受賞となりました。

問合先　里地里山再生推進室　1(２２)３００３

は   せ がわいわお

なかにしあきひこき　ぐ

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

水辺と生き物を守る農家と市民の会が
「田園自然再生活動コンクール」で

農林水産大臣賞を受賞

市区長会連合会が
『地方自治法施行60周年記念

総務大臣表彰』を受賞
表
彰
状
と
記
念
の
盾
を
市
長
報
告
し
た

中
西
会
長(

右)

※現行の耐震基準を満たす割合

■基本方策

・限られた期間内で危険度、緊急性を最優先
・校舎と体育館とのバランスを考慮
・３年おきに計画の見直し

■計画案（平成20年度から10年間）

・耐震化率　　54.5％  ⇒  90％に引き上げ
・事業の内容　
　校舎改築４校、体育館改築５校、耐震補強

12校を実施
・事業規模　　85億2,300万円

い
し
か
わ  

こ
う
い
ち
ろ
う

※

　
今
年
の
春
に
判
明
し
た
小
中
学
校
の
耐

震
診
断
が
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
結
果
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
を

確
実
に
図
る
た
め
「
耐
震
化
推
進
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

※
計
画
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
今
年
５
月
、
有
識
者
な
ど
に
よ
る
「
耐
震

化
推
進
検
討
委
員
会
」
お
よ
び
庁
内
会
議
を

立
ち
上
げ
、
耐
震
化
推
進
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。

　
石
川
浩
一
郎
委
員
長(

工
学
博
士
・
福
井

大
学
大
学
院
教
授)

を
中
心
に
８
人
の
委
員

で
構
成
す
る
同
委
員
会

で
は
、
施
設
の
老
朽
化

や
防
災
上
の
地
域
課
題
な
ど

の
議
論
を
重
ね
、「
耐
震
化
の

具
体
的
方
針
の
方
向
性
」
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
示
さ
れ
た
方
向
性
や
文
部
科
学
省

の
耐
震
化
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
庁

内
会
議
に
お
い
て
耐
震
化
の
分
析
を
進
め
、

耐
震
補
強
・
改
築
の
優
先
順
位
を
決
定
。そ
の

順
位
を
基
に
、
国
庫
補
助
や
財
源
確
保
な
ど

財
源
計
画
を
検
討
し
た
う
え
で
、「
年
次
計
画
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
、
着
実
に

小
中
学
校
の
耐
震
化
を
進
め
、
市
総
合
計
画

に
位
置
づ
け
る
「
元
気
な
人
づ
く
り
、
安
全

で
楽
し
く
学
べ
る
学
校
づ
く
り
」
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

問
合
先
　
教
育
総
務
課
　
1(

２
２)
７
４
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
ity

.e
c
h

iz
e
n

.lg
.jp

　新しい教
育委員に、

忌部  正氏

(府中一丁目、
歯科医師)が
任命されま
した。
任期　平成19年11月29日

～平成23年11月28日
問合先　教育総務課
　1(２２)７４０１

いん べ    ただし

小
中
学
校『
耐
震
化
推
進
計
画
』を

策
定
し
ま
し
た

小
中
学
校『
耐
震
化
推
進
計
画
』を

策
定
し
ま
し
た

小
中
学
校『
耐
震
化
推
進
計
画
』を

策
定
し
ま
し
た
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耐震化推進計画の概要耐震化推進計画の概要

新しく教育委員に就任新しく教育委員に就任



市
　
営

駐
車
場

武生
高校

第　三
中学校

村国山

日
野
川

雪捨て
場所

万代橋

帆山橋

日野大橋

豊橋

な
る
べ
く
こ
こ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い

q西庄境橋

（服部川右岸上流）

w桜橋

（鞍谷川右岸上流）

e学校橋

（鞍谷川右岸上下流）

r小冨士橋

（鞍谷川右岸上下流）

t山室第二橋

（月尾川両岸上流）

y今立大橋

（鞍谷川左岸下流）

u新橋

（鞍谷川左岸下流）

i桜大橋

（鞍谷川両岸下流）

o富永橋

（鞍谷川右岸下流）

!0岡本橋

（岡本川左岸下流）

!1神郷橋

（岡本川左岸下流）

●除雪に関する問い合わせ
　・維持管理課　1（22）3709
　・今立総合支所地域づくり課　
　　1(43)7813

★
積
雪
に
応
じ
て
指
定
場
所
を
増
や

し
ま
す
。

★
児
童
・
生
徒
の
通
学
時
間
に
排
雪

す
る
と
き
は
、
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

★
雪
捨
て
場
に
、ご
み
な
ど
を
絶
対

に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

消
防

除
雪
・
排
雪

屋
根
の
雪
お
ろ
し
な
ど
で
、道
路
に

雪
を
放
置
し
て
お
く
と
、法
律
違
反

に
な
り
ま
す
。

は
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

排
雪
排
雪

417

6
5

4

3

2

1

7

9

10 11

国
中

赤
坂

野
岡

不
老

大
滝

岩
本

中
津
山

西
庄
境

花
筐
公
園

紙の文化
博物館

岡本小

今立土木

花筐小
8

南中山小

南越中

警察

今立総合支所

社会福祉
センター

鞍
谷
川

月尾川

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
皆
さ
ん
は
家
の
周
り
の
雪
囲
い
や
樹
木
の
雪
つ
り
な
ど
、
冬
を
迎
え
る
準
備
は
も
う
済
み

ま
し
た
か
。
市
も
皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
「
冬
じ
た
く
」
を
し
ま
す
。
冬
に
な

る
と
、
ご
み
を
出
す
場
所
や
除
雪
・
排
雪
、
水
道
な
ど
雪
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
備
え
が
必

要
で
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

▼
市
の
道
路
除
雪
対
策

　
市
は
、
積
雪
量
が
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
に
な
っ
た
と
き
、
午
前
８

時
ま
で
を
め
ど
に
、
道
路
の
除
雪
を

行
い
ま
す
。
ま
ず
、
朝
の
通
勤
・
通
学

路
を
確
保
し
ま
す
。
さ
ら
に
雪
が
積

も
っ
た
と
き
は
「
生
活
に
必
要
な
幹

線
道
路
」を
優
先
し
て
除
雪
し
ま
す
。

　
ま
た
市
は
直
営
路
線
以
外
で
、
道

路
の
幅
員
が
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
市

道
の
う
ち
、公
共
性
・
公
益
性
の
高
い

市
道
を「
地
域
自
治
振
興
事
業
」の
除

雪
支
援
路
線
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

自
治
振
興
会
や
各
町
内
が
中
心
と
な

っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
的
確
な
除

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
家
の
周
り
の
狭
い
道
路

や
歩
道
な
ど
は
、
ご
近
所
で
力
を
合

わ
せ
て
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
に

　
雪
を
捨
て
な
い
で

　
下
水
道
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪

を
捨
て
る
と
、
下
水
処
理
場
の
機
能

が
ま
ひ
し
ま
す
。
絶
対
に
投
げ
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。　

　
た
だ
し
、
積
雪
が
30
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
と
き
は
、
雨
水
用
の
苑

葉
川
・
表
川
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪
が

捨
て
ら
れ
ま
す
。
捨
て
る
と
き
は
区

長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
に
関
す
る
注
意
点(

お
願
い)

・
除
雪
や
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
る

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
一
斉
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
除
雪
し
ま
し
ょ
う

・
除
雪
作
業
前
に
準
備
運
動
を
し
、

無
理
を
せ
ず
、
水
分
や
休
憩
を
と

り
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
市
除
雪
対
策
本
部

　
1（
２
２
）３
７
０
９
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▼
ま
さ
か
！
に
備
え
て

　
消
防
水
利
の
確
保
を

　
冬
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房

器
具
が
原
因
の
火
事
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
は

近
く
の
消
火
栓

や
防
火
水
槽
で
す
。

積
雪
時
は
緊
急

事
態
に
備
え
て
、

消
防
水
利
の
周
り
を
近
所
ぐ
る
み
で

除
雪
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う

と
逃
げ
場
が
な
く
な
り
ま
す
。 

高
齢

者
や
病
人
が
避
難
し
や
す
い
よ
う
、

家
の
周
り
を
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

　
南
越
消
防
組
合 

1（
２
１
）０
１
１
９

災
害
情
報   

1（
２
２
）４
４
７
７

休
日
診
療   

1（
２
１
）８
８
７
７

え
ん

ば 

が
わ

お
も
て
が
わ

武生地区の排雪場所 今立地区の排雪場所



冬
で
も
食
中
毒
？

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
注
意

●
こ
ん
な
人
は
要
注
意

▼
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
、
携
帯

電
話
な
ど
に
気
を
と
ら
れ
て
い

る
人
、
急
い
で
い
る
人

・
足
元
へ
の
注
意
が
散
漫
に
な
り
、

転
び
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
荷
物
な
ど
で
両
手
が
ふ
さ
が
っ

て
い
る
人

・
急
な
動
き
に
対
応
で
き
な
い
た

め
大
け
が
を
す
る
可
能
性
・
大
！

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合
中
消
防
署

　
1(

２
１)

０
１
１
９ 

　
南
越
消
防
組
合
東
消
防
署

　
　
1(

４
３)

０
１
１
９

　これから年末年始にかけて、外出す

ることが多くなることから、留守宅の

空き巣や買い物中の車上狙い、すり・

ひったくりなどの犯罪が増える傾向に

ありますので、じゅうぶん注意してく

ださい。

　市では２７０人の防犯隊員を任命し、

地域防犯パトロールや防犯診断、イベ

ント時の雑踏警備、行方不明者の捜索

などに活躍していただいています。

　現在、防犯隊と警察が協力して年末

警戒にあたるとともに、各地域で鍵か

けと一戸一灯運動(玄関灯の点灯で夜

間のまちを明るくする運動)を展開中

です。市民の皆さんも協力して、安全

で安心なまちをつくりましょう。

問合先　

　防災安全課　1(２２)３０８１ 

▲防犯診断のようす▲防犯の広報活動

　
南
越
消
防
組
合
管
内
で
昨
年
冬
、「
雪
道
を
歩
行
中
に
滑
っ
て
転
倒
し
、

け
が
を
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
救
急
車
の
出
動
が
15
件
以
上
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
雪
道
を
歩
く
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
、
雪
道
を
安
全
・
快
適
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

危
険
が
い
っ
ぱ
い「
雪
道
編
」

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
シ
リ
ー
ズ

▼
年
末
年
始
の
業
務

　
年
末
年
始
の
業
務
は
、
９
頁
の
表

の
と
お
り
で
す
。
１
月
４
日
以
降
は

平
常
業
務
に
戻
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
の
第
２
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
持
ち
込
み
は
混
み
合
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

▼
雪
の
状
況
で
収
集
で
き
な
い
時

が
あ
り
ま
す

　
雪
の
た
め
、
平
常
の
ご
み
収
集
が

で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
１
・
２
月
は
積
雪
の
あ
る
な

し
に
関
係
な
く
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
ご
み
置
き
場
）の
場
所
が
変
わ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
場
所
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
区
長
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　
空
き
缶
・
空
き
び
ん
な
ど
の
資
源

ご
み
の
収
集
も
１
・
２
月
に
行
い
ま

す
が
、
雪
の
状
況
に
よ
り
容
器
を
配

置
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
と
き
は
、
ご
み
を
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

問
合
先
　
南
越
清
掃
組
合

　
1（
２
２
）２
６
３
６

ご

み

冬じたくインフォメーション

●
雪
道
の
安
全
な
歩
き
方
、

　
教
え
ま
す
！

・
雪
道
を
歩
く
と
き
は
、
重
心
を
前

に
置
き
、
足
の
裏
全
体
を
路
面
に

つ
け
る
よ
う
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
路
面
が
氷
状
で
、
つ
る
つ
る
し

て
い
る
時
は
、
小
さ
な
歩
幅
で

歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
時
間
に
余
裕
を
持
ち
、
家
や
会

社
を
出
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

・
転
ば
ぬ
先
の「
靴
選
び
」。

雪
道
に
合
っ
た
靴
を

　
履
き
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
場
所
は
要
注
意

▼
横
断
歩
道
、
地
下
道
の
入
り
口
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

の
乗
降
場

・
雪
が
踏
み
固
め
ら

れ
大
変
滑
り
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
タ
イ
ル
張
り
の
地
下
街
や
店
内

・
雪
道
を
歩
い
た
後
に
入
る
時
は
、

靴
の
裏
に
つ
い
た
雪
や
水
で
滑

り
や
す
く
、
非
常
に
転
倒
し
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
お
願
い

・
交
差
点
や
歩
道
に
歩
行
者
が

い
る
と
き
は
、
徐
行
し
て
通

行
す
る
な
ど
、
安
全
運
転
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

年末年始の

犯罪にご注意!!
年末年始の

犯罪にご注意!!
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▼
症
状
は
？

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
に
い
た
る
全
年
齢
層
で

急
性
胃
腸
炎
を
起
こ
し
ま
す
。

　
主
な
症
状
は
下
痢
、
吐
き
気
、

腹
痛
、
発
熱(

軽
度)

な
ど
で
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
１
〜
２
日
続
き
ま
す
。

※
免
疫
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢

者
は
症
状
が
重
く
な
る
場
合
が

あ
る
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

▼
感
染
源
は
？

・
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
し
た
カ
キ
な
ど

の
二
枚
貝
を
食
べ
た
と
き

・
感
染
者
の
便
や
吐
物
か
ら
の
二
次

感
染

▼
予
防
法

　
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
。

（
中
心
温
度
85
℃
以
上
で
１
分
以
上

が
、
加
熱
の
目
安
で
す
）

・
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
を
調
理
し
た

後
や
ト
イ
レ
の
後
は
、
じ
ゅ
う
ぶ

ん
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
感
染
者
の
便
や
吐
物
は
き
ち
ん
と

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
オ

ム
ツ
交
換
や
吐
物
の
始
末
の
後
は

手
洗
い
、
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
健
康
増
進
課

　
1(

２
４)

２
２
２
１ 



水
道

ガ
ス

▼
寒
く
て
も
換
気

　
寒
い
冬
で
も
、
ガ
ス
器
具
を
使
う

と
き
は
、
換
気
扇
を
回
す
か
窓
を
開

け
て
、随
時
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。

都
市
ガ
ス
の
問
合
先

　
越
前
エ
ネ
ラ
イ
ン
(株)

　
1（
２
２
）２
８
９
８

　
※
ガ
ス
漏
れ
な
ど
緊
急
の
場
合
の
み

月・木曜日収集地区

火・金曜日　　〃

月曜日収集地区

火曜日　　〃

水曜日　　〃

木曜日　　〃

金曜日　　〃

すべての区域

すべての地区

第 ２ 清 掃 セ ン タ ー
1（28）1370

受付　8：30～16：30

浄 水 場
1（23）5597

柳 　 荘
1（23）3436

温水プール［４日は休業］
1（23）7986

湯 楽 里
1（25）7800

自動交付機による証明書発行
1（22）3000

都市ガスの問合先　越前エネライン(株) 　1（22）2898
　　　　　　　　　※ガス漏れなど緊急の場合のみ

雪みち情報ネットふくい(福井県道路保全課のホームページ)
http://info.pref.fukui. jp/hozen/yuki/

上記以外の市の業務　1（22）3000

斎場の使用
※火葬許可申請は毎日受付

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（○印は
休日当番医）

笠 原 病 院

マルカ整形外科内科

相 木 病 院

林 病 院

中 村 病 院

つがわ内科クリニック

斉 藤 医 院

奥 村 眼 科 医 院

1（23）1155

1（22）1317

1（22）1607

1（22）0336

1（22）0618

1（42）3811

1（22）0234

1（24）2016

※29日の診察は、各医療機関に問い合わせてください。
　診察時間は、午前９時～午後５時です。受診の際には、そ

の内容を電話連絡してから受診してください。

　休日当番医以外に診療している病院もあります。医療機関

によって、診療日・時間などが異なりますので、かかりつけ

医がある場合は事前に確認してください。

ガ
ス

そ
の
他

医
　
療
　
機
　
関

（○印は業務を行っています）

婚姻、出生、死亡などの戸籍届出は、市役所および今立総合支所で
毎日受け付けます。

市
　
　
　
　
関
　
　
　
　
係

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

プラスチック容器包装

燃やせないごみ

資源ごみ(カン・ビン・ペットボトルなど)

燃やせるごみ、燃やせないごみ、プラスチック、粗大ごみ、資源ごみ

燃やせるごみ

12/29
（土）

30
（日）

31
（月）

1/1
（火）

2
（水）

3
（木）年末年始の業務内容

水 道

施 設

ご
　
　
　
　
　
　
　
み

火
葬

持
ち
込
み

定
　
期
　
収
　
集

▼
水
道
水
は
融
雪
に
使
用
し
な
い
で
！

　
飲
料
水
用
の
水
が
不
足
し
ま
す
。

最
悪
の
場
合
に
は
、
断
水
に
な
り
ま

す
の
で
融
雪
水
に
は
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
水
が
出
な
い
と
き
は

　
冷
え
込
ん
だ
朝
な
ど
は
、
メ
ー
タ

ー
や
管
が
凍
り
、
水
が
出
な
い
と
き

が
あ
り
ま
す
。応
急
処
置
と
し
て
、ぬ

る
ま
湯
を
直
接
メ
ー
タ
ー
や
管
に
か

け
て
温
め
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か

け
る
と
水
道
管
が
破
裂
す
る
場
合
が

あ
る
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　
水
道
課
　
　
1（
２
２
）７
９
１
８

　
村
国
浄
水
場
1（
２
３
）５
５
９
７

▼
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
降
雪
の
あ
っ
た
場
合
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺
も
除
雪
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
漏
水
も
料
金
が
か
か
り
ま
す

　
凍
結
に
よ
る
水
道
管
破
裂
な
ど
が

原
因
で
、
多
く
の
家
庭
で
漏
水
が
発

生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
漏
水
に
も

水
道
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
冬
期
間
使
用
し
な
い
家
の
水
道
は

止
水
栓
を
閉
め
る
か
、
料
金
課
へ

中
止
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
の
確
認
方
法
　
水
道
メ
ー
タ
ー

の
パ
イ
ロ
ッ
ト(

銀
色
の
こ
ま)

が

回
転
し
て
い
な
い
か
確
認
。
す
べ

て
の
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る
の
に

回
転
し
て
い

る
場
合
、
漏

水
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

指
定
工
事
業

者
で
早
急
に
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
料
金
課

　
1(

２
２)

７
９
２
９

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

○

○

―

○

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

冬じたくインフォメーション
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給与所得者でも
確定申告が必要な場合があります

給与所得者でも
確定申告が必要な場合があります

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
住
民
税
の
主
な
変
更
点

平
成
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
住
民
税
の
主
な
変
更
点

　
乳
牛
の
品
質

を
競
う
第
24
回
福

井
県
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
が
10
月

17
日
、
県
奥
越
高
原
牧
場(

勝
山
市)

で
行
わ
れ
、
未
経
産
の
部
で
、
佐
々

木
隆
嘉
さ
ん(

大
虫
町)

が
飼
育
し

て
い
る
牛
「
デ
ニ
ス
テ
レ
サ
」
が
、

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
25
頭
が
出
品
。
佐
々

木
さ
ん
の
飼
育
し
て
い
る
牛
は
、

発
育
の
良
さ
と
強
さ
が
高
く
評
価

さ
れ
、
今
回
の
授
賞
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
先
　
農
政
課

　
1(

２
２)

３
０
０
９

●確定申告をしなければならない場合

・平成19年中の給与収入が２０００万円を超える場合

・給与を１カ所から受けている人で、給与所得や退職所

得以外の所得が20万円を超える場合

・給与を２カ所以上から受けている人で、年末調整され

なかった給与の収入金額と、給与所得や退職所得以外

の所得金額との合計額が20万円を超える場合

・同族会社の役員やその親族などで、その同族会社から

の給与のほかに、貸付金の利子、店舗・工場などの賃

借料、機械・機器の使用料などの支払いを受けている

場合�

・災害の被害を受けたため、平成19年中の給与について

源泉徴収税額の徴収猶予や還付を受けた場合

●確定申告をすると所得税が還付される場合

・雑損控除の適用を受ける場合�

・医療費控除の適用を受ける場合�

・住宅借入金等特別控除の適用を受ける場合�

▼問合先　武生税務署　1(２２)０８９０　�

き  

た
か
よ
し

さ  

さ

■
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
よ
る

　
減
額
措
置

　
　
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
て
い
る
人
で
、
税
源
移
譲
に
伴

い
所
得
税
が
減
少
す
る
結
果
、
所

得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
る

額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住

民
税(

所
得
割)

か
ら
控
除
で
き
ま

す
。

▼
確
定
申
告
を
す
る
人

　
　
確
定
申
告
書
と
合
わ
せ
て
、「
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告

書
」を
、税
務
署
ま
た
は
各
確
定
申

告
会
場
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
を
し
な
い
場
合

　(

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
年
末
調
整

で
受
け
て
い
る
人)

　
　
会
社
で
年
末
調
整
を
す
る
と
、

源
泉
徴
収
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
源
泉
徴
収
票(

原
本)

を
添
付
し

て
「
住
宅
借

入
金
等
特
別

税
額
控
除
申

告
書(

給
与

所
得
の
み
を

有
し
て
お
り

確
定
申
告
書

を
提
出
し
な
い

納
税
者
用)

」
を
、

税
務
課
、
今
立

総
合
支
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
住
民
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
告
期
限
　
平
成
20
年
３
月
17
日
(月)

※
申
告
用
紙
は
税
務
課
、
今
立
総
合

支
所
、
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

■
年
度
間
の
所
得
変
動
に

　
係
る
調
整
措
置

　
　
平
成
19
年
中
の
所
得
が
減
っ
た

こ
と
で
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な

っ
た
人
は
、
平
成
19
年
度
住
民
税

を
税
源
移
譲
前
の
住
民
税
額
ま
で

減
額
し
ま
す
。

　
　
こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

平
成
20
年
７
月
中
に
平
成
19
年
１

月
１
日
現
在
に
住
ん
で
い
た
市
町

村
へ
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
よ
っ
て

所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
や
、

平
成
19
年
中
に
死
亡
ま
た
は
国
外

に
出
国
し
た
人
は
、
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

■
老
年
者
非
課
税
措
置
の

　
全
廃

　
　
65
歳
以
上
で
、
合
計
所
得
金
額

が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
に
対
し

て
と
ら
れ
て
い
た
段
階
的
な
経
過

措
置
が
な
く
な
り
ま
す
。

�

■
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

　
　
従
来
の
損
害
保
険
料
控
除
が
改

組
さ
れ
、
地
震
保
険
料
控
除
が
創

設
さ
れ
ま
す
。

控
除
限
度
額
　

　
　
地
震
保
険
料

控
除
額
と
長
期

損
害
保
険
料
控

除
額(

１
万
円)

の
合
計

　
最
高
で
２
万
５
０
０
０
円

問
合
先
　
税
務
課

　
1(

２
２)

３
０
１
４�

　
県
内
の
多
く
の
企
業
が
集
ま
り
、

会
社
情
報
、
採
用
計
画
な
ど
の
最

新
情
報
が
い
ち
早
く
入
手
で
き
ま
す
。

と
き
　
平
成
20
年
１
月
６
日
(日)
　

　
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
半  

と
こ
ろ
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス･

プ
ラ
ザ

　(

福
井
市
田
原
一
丁
目
） 

内
容
　
企
業
説
明
ブ
ー
ス
、
各
種

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

対
象
　
就
職
を
考
え
て
い
る
若
者（
学

生
・
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど)

、保
護
者

問
合
先
　
福
井
県
労
働
政
策
課

　
1
０
７
７
６(

２
０)

０
３
９
０

越
前
市
産
の
牛
が

　
　
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
！

越
前
市
産
の
牛
が

　
　
　
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
！

手 

続 

方 

法

越前市広報12月15日号 10

ふ
る
さ
と
企
業

　
魅
力
発
見
フ
ェ
ア

ふ
る
さ
と
企
業

　
魅
力
発
見
フ
ェ
ア



施
策
の
柱

①
各
種
団
体
と
学
校
体
育
の
連
携

②
指
導
者
の
活
用

③
学
校
体
育
施
設
の
充
実

④
教
員
の
研
修
機
会
の
情
報
提
供

　
市
民
約
３
千
人
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
現
状
を
把
握
し
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
審
議
会
や
有
識
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
検
討
委
員
会
、
庁
内
で

組
織
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
で
、

｢

武
生
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
プ
ラ
ン｣

を

ベ
ー
ス
に
越
前
市
に
ふ
さ
わ
し
い
プ

ラ
ン
を
検
討
・
審
議
し
て
き
ま
し
た
。

明
る
く
豊
か
で
活
力
の
あ
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

①
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

②
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
整
備
・
充
実

③
指
導
者
の
育
成
・
活
用

④
施
設
の
整
備
・
充
実

⑤
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

①
指
導
者
の
育
成
・
活
用

②
選
手
育
成
方
策

③
活
動
環
境
の
整
備
・
充
実

社
会
体
育
と
学
校
体
育
の
連
携

①
市
民
の
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
や
年
齢
、
技
術
、
興
味
、
目
的

に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
つ
く
る
。

②
具
体
的
目
標
と
し
て
、
平
成
24
年

度
ま
で
に
、
成
人
の
週
１
回
以
上

の
ス
ポ
ー
ツ
実

　
施
率
を
40
％
に

　
引
き
上
げ
る
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

は
、
市
の
重
要
な
政
策
な
ど

を
決
め
る
と
き
に
、
事
前
に

広
く
市
民（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）か

ら
、
意
見
や
情
報
、
改
善
案

な
ど（
コ
メ
ン
ト
）を
聴
取
し

て
、
そ
の
結
果
を
内
容
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
良

い
行
政
を
目
指
す
も
の
で
す
。

パブリック・コメントとは…

パ ブ リ ッ ク
・ コ メ ン ト

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課

　
1(

２
２)

７
４
６
３

　
Ｆ
A
Ｘ (

２
２)

７
４
９
７

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　sport@
city

.e
chize

n.lg
.jp

「
ス
ポ
ー
ツ

　
　
振
興
プ
ラ
ン
」

こ
れ
ま
で
の
経
緯

目
的
と
背
景

基
本
理
念

目
　
標

目　　次

◎「スポーツ振興プラン」

◎「都市計画マスタープラン」

◎「緑の基本計画」

※詳しい資料は、市ホームページ、
または市資料室、今立総合支所、
各地区公民館でご覧になれます。

　
価
値
観
が
多
様
化
し
、
様
々
な
社

会
的
問
題
が
絶
え
な
い
今
日
、
心
の

ケ
ア
や
健
康
の
保
持
増
進
、
地
域
の

中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て

大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
豊
か
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
を
創
造
し
、
明
る
く
活
力

の
あ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現

を
め
ざ
す
た
め
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の

現
状
・
課
題
を
踏
ま
え
、
中
・
長
期

的
な
見
通
し
に
立

っ
て
本
プ
ラ
ン
を

作
成
し
ま
す
。

〒９１５－８７９０

越前市府中一丁目１３番７号
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　 「パブリック・コメント募集 」係

武
生

支
店

承
認

差
出

有
効

期
間

平
成

2
0
年

１
月

3
1
日

ま
で

切
手

を
は

ら
ず

に

お
出

し
く

だ
さ

い

料
金

受
取

人
払

郵
便

住所

氏名　　　　　　　　　   　　年齢　  歳 (男・女) 3
1

7

切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

日々の生活の中で
感じていることや
考えたことを
思い切って書いて
くださいね！

ご意見募集



　
学
識
経
験
者
、
各
種
団
体
の
代
表

者
な
ど
か
ら
な
る
「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」を
設
置
し
、

昨
年
度
か
ら
９
回
の
会
議
を
開
催
し

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
年
の

１
月
に
は
中
間
報
告
と
し
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
説
明

会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
定
め
る
計

画
で
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
造
す
る
た

め
、
ま
ち
の
将
来
像
や
進
む
べ
き
方

向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。
ま
た
、
実
現
し
て
い
く

た
め
の
総
合
的
な
指
針
と
し
て
の
役

割
を
担
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
拡
散
型
の
都
市
構
造

で
は
、
都
市
の
持
続
性
に
大
き
な
負

荷
を
与
え
る
こ
と
が
確
実
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
適

正
な
規
制
・
誘
導
を
行
い
、
既
存
の

施
設
な
ど
を
最
大
限
に
活
用
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
を
形
成
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
ま
す
。

　
美
し
い
自
然
の
上
に
長
い
年
月
を

か
け
て
育
み
、
継
承
さ
れ
て
き
た
固

有
の
歴
史
や
文
化
が
融
和
し
た
越
前

市
は
、
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
”風

格
“を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
誇
り
を
も
っ
て
住
み
続
け

ら
れ
、
ま
た
、
誰
も
が
住
み
た
い
、

訪
れ
た
い
と
思
う
よ
う
な
魅
力
と
風

格
の
漂
う
市
の
創
造
に
向
け
て
、
市

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

①
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
形
成

②
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
の
未

来
へ
の
継
承

③
丹
南
地
域
の
中
心
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
産
業
・
交
流
都
市
の
創
造

④
誇
り
を
も
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る

快
適
な
ま
ち
の
創
造

　
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
、
歩
い
て

暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。

　
広
大
な
田
園
・
里
地
里
山
や
緑
の

骨
格
と
な
る
山
並
み
を
保
全
し
、
市

民
と
と
も
に
、
身
近
で
利
用
し
や
す

い
公
園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
を
促
進
し
、
水
洗

化
の
促
進
、
適
正
な
維
持
管
理
を
目

指
し
ま
す
。

　
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

景
観
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
整
備
と
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
定
住
都
市
の
形
成

市
民
が
育
む

　
　
　
”風

格
の
ま
ち

“越
前

土
地
利
用
の
方
針

公
園
・
緑
地
整
備
の
方
針

下
水
道
の
整
備
方
針

景
観
形
成
の
方
針

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
針

　
多
様
性
の
あ
る
公
共
交
通
体
系
を

形
成
し
、
安
心
で
快
適
な
歩
行
者
・

自
転
車
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

自
動
車
交
通
を
円
滑
に
処
理
す
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
。

　
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

と
整
合
を
図
る
た
め
、
各
地
域
が
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
守
る
べ
き

共
通
の
ル
ー
ル
と
な
る
「
土
地
利
用

の
方
針
」を
中
心
に
示
し
ま
す
。

　
各
地
域
の
資
源
や
個
性
を
活
か
し

た
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
の
考
え
に
基

づ
く
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

⑤
市
民
主
体
に
よ
る
越
前
市
の
創
造

　
緑
地
の
保
全
か
ら
公
園
緑
地
の
整

備
、
公
共
公
益
施
設
お
よ
び
民
有
地

の
緑
化
推
進
に
い
た
る
ま
で
、
都
市

の
緑
全
般
に
つ
い
て
、
将
来
の
あ
る

べ
き
姿
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
を
定
め
た
総
合
的
な
計
画
で
す
。

　
市
総
合
計
画
に
即
す
と
と
も
に
、

県
や
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
な
ど
関
連
計
画
と
調
和
・
適
合
し

ま
す
。

人
、自
然
、歴
史
、文
化
を

緑
で
紡
ぐ

”風
格
の
ま
ち

“

①
市
民
と
と
も
に
身
近
な
緑
を
創
り
・

育
て
る
。

②
歴
史
と
水
と
緑
が
融
和
し
た
街
並

み
を
保
全
・
創
出
す
る
。

③
広
が
り
の
あ
る
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
。

④
ま
ち
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
を
保

全
・
活
用
す
る
。

　
市
の
緑
に
関
す
る
将
来
像
を
定
め
、

緑
の
良
好
な
保
全
と
特
徴
の
あ
る
整

備
・
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
都
市
公
園
な
ど
を
整
備
す
る
ほ
か
、

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、
都
市
の
緑
化
に
関

す
る
目
標
を
定
め
、
そ
の
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
住
環
境
を
快
適
に
し
ま
す
。

②
災
害
を
防
止
・
抑
制
し
ま
す
。

③
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま
す
。

④
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
と
な
り

ま
す
。

⑤
越
前
市
ら
し
い
景
観
を
構
成
し
ま
す
。

問
合
先
　
都
市
計
画
課

　
1(

２
２)
３
０
１
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ (
２
２)
９
９
９
９

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　keikaku@
city.echizen.lg

.jp

「
都
市
計
画

 
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

問
合
先
　
都
市
計
画
課

　
1(

２
２)

３
０
１
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ (

２
２)

９
９
９
９

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　keikaku@
city.echizen.lg

.jp

「
緑
の
基
本
計
画
」

計
画
の
目
的
と
役
割

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ

全
体
構
想

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

こ
れ
ま
で
の
経
緯

地
域
別
構
想

実
現
に
向
け
て

緑
の
基
本
計
画
と
は

緑
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

基
本
理
念

基
本
方
針

将
来
像

緑
化
の
目
標

関
連
計
画
と
の
調
和
・
適
合

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

《自助》

《共助》

《公助》

参画

協働

《公助》

《共助》

《自助》

「緑の将来像」
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切り取り線

どの計画について意見を述べるのか選んでください（項目の先頭に印をつけてください）

自由にご意見をお書きください

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

□「スポーツ振興プラン」　  □「都市計画マスタープラン」　  □「緑の基本計画」

問
合
先
　
秘
書
広
報
課

　
1(

２
２)

３
４
２
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）３
３
０
７

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
　

k
o
u
ty
o
u
@
c
ity
.e
c
h
ize
n
.lg
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.city

.ech
izen

.lg
.jp

　
掲
載
の
ハ
ガ
キ
に
意
見
を
記
入

し
、
切
り
取
っ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。（
切
手
不
要
）

締
切
日
　
１
月
10
日
(木)
　

※
ご
意
見
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

● ハード事業をはじめ、市民や
地域では解決できない課題に
取り組みます。その際、可能
な限り市民や地域の参画に努
めます。

● 自治振興会などが中心となっ
て、地域のまちづくり課題に
対応し、目指すべき将来像に
向って地域が一体となって取
り組みます。

● 市民一人ひとりがまちづくり
の目標を理解し、身近にでき
ることを自ら取り組みます。



　
学
識
経
験
者
、
各
種
団
体
の
代
表

者
な
ど
か
ら
な
る
「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」を
設
置
し
、

昨
年
度
か
ら
９
回
の
会
議
を
開
催
し

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
年
の

１
月
に
は
中
間
報
告
と
し
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
説
明

会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
定
め
る
計

画
で
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
創
造
す
る
た

め
、
ま
ち
の
将
来
像
や
進
む
べ
き
方

向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。
ま
た
、
実
現
し
て
い
く

た
め
の
総
合
的
な
指
針
と
し
て
の
役

割
を
担
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
拡
散
型
の
都
市
構
造

で
は
、
都
市
の
持
続
性
に
大
き
な
負

荷
を
与
え
る
こ
と
が
確
実
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
適

正
な
規
制
・
誘
導
を
行
い
、
既
存
の

施
設
な
ど
を
最
大
限
に
活
用
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
を
形
成
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
ま
す
。

　
美
し
い
自
然
の
上
に
長
い
年
月
を

か
け
て
育
み
、
継
承
さ
れ
て
き
た
固

有
の
歴
史
や
文
化
が
融
和
し
た
越
前

市
は
、
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
”風

格
“を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
誇
り
を
も
っ
て
住
み
続
け

ら
れ
、
ま
た
、
誰
も
が
住
み
た
い
、

訪
れ
た
い
と
思
う
よ
う
な
魅
力
と
風

格
の
漂
う
市
の
創
造
に
向
け
て
、
市

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

①
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
形
成

②
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
の
未

来
へ
の
継
承

③
丹
南
地
域
の
中
心
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
産
業
・
交
流
都
市
の
創
造

④
誇
り
を
も
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る

快
適
な
ま
ち
の
創
造

　
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
、
歩
い
て

暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。

　
広
大
な
田
園
・
里
地
里
山
や
緑
の

骨
格
と
な
る
山
並
み
を
保
全
し
、
市

民
と
と
も
に
、
身
近
で
利
用
し
や
す

い
公
園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
を
促
進
し
、
水
洗

化
の
促
進
、
適
正
な
維
持
管
理
を
目

指
し
ま
す
。

　
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

景
観
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
都
市
基
盤
の
整
備
と
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
定
住
都
市
の
形
成

市
民
が
育
む

　
　
　
”風

格
の
ま
ち

“越
前

土
地
利
用
の
方
針

公
園
・
緑
地
整
備
の
方
針

下
水
道
の
整
備
方
針

景
観
形
成
の
方
針

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
針

　
多
様
性
の
あ
る
公
共
交
通
体
系
を

形
成
し
、
安
心
で
快
適
な
歩
行
者
・

自
転
車
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

自
動
車
交
通
を
円
滑
に
処
理
す
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
。

　
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

と
整
合
を
図
る
た
め
、
各
地
域
が
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
守
る
べ
き

共
通
の
ル
ー
ル
と
な
る
「
土
地
利
用

の
方
針
」を
中
心
に
示
し
ま
す
。

　
各
地
域
の
資
源
や
個
性
を
活
か
し

た
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
の
考
え
に
基

づ
く
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

⑤
市
民
主
体
に
よ
る
越
前
市
の
創
造

　
緑
地
の
保
全
か
ら
公
園
緑
地
の
整

備
、
公
共
公
益
施
設
お
よ
び
民
有
地

の
緑
化
推
進
に
い
た
る
ま
で
、
都
市

の
緑
全
般
に
つ
い
て
、
将
来
の
あ
る

べ
き
姿
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
を
定
め
た
総
合
的
な
計
画
で
す
。

　
市
総
合
計
画
に
即
す
と
と
も
に
、

県
や
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
な
ど
関
連
計
画
と
調
和
・
適
合
し

ま
す
。

人
、自
然
、歴
史
、文
化
を

緑
で
紡
ぐ

”風
格
の
ま
ち

“

①
市
民
と
と
も
に
身
近
な
緑
を
創
り
・

育
て
る
。

②
歴
史
と
水
と
緑
が
融
和
し
た
街
並

み
を
保
全
・
創
出
す
る
。

③
広
が
り
の
あ
る
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
。

④
ま
ち
の
骨
格
を
形
成
す
る
緑
を
保

全
・
活
用
す
る
。

　
市
の
緑
に
関
す
る
将
来
像
を
定
め
、

緑
の
良
好
な
保
全
と
特
徴
の
あ
る
整

備
・
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
都
市
公
園
な
ど
を
整
備
す
る
ほ
か
、

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、
都
市
の
緑
化
に
関

す
る
目
標
を
定
め
、
そ
の
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
住
環
境
を
快
適
に
し
ま
す
。

②
災
害
を
防
止
・
抑
制
し
ま
す
。

③
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま
す
。

④
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
と
な
り

ま
す
。

⑤
越
前
市
ら
し
い
景
観
を
構
成
し
ま
す
。

問
合
先
　
都
市
計
画
課

　
1(

２
２)

３
０
１
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ (

２
２)

９
９
９
９

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　keikaku@
city.echizen.lg

.jp

「
都
市
計
画

 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

問
合
先
　
都
市
計
画
課

　
1(

２
２)

３
０
１
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ (

２
２)

９
９
９
９

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　keikaku@
city.echizen.lg

.jp

「
緑
の
基
本
計
画
」

計
画
の
目
的
と
役
割

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ

全
体
構
想

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

こ
れ
ま
で
の
経
緯

地
域
別
構
想

実
現
に
向
け
て

緑
の
基
本
計
画
と
は

緑
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

基
本
理
念

基
本
方
針

将
来
像

緑
化
の
目
標

関
連
計
画
と
の
調
和
・
適
合

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

《自助》

《共助》

《公助》

参画

協働

《公助》

《共助》

《自助》

「緑の将来像」
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切り取り線

どの計画について意見を述べるのか選んでください（項目の先頭に印をつけてください）

自由にご意見をお書きください

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

切り取り線

□「スポーツ振興プラン」　  □「都市計画マスタープラン」　  □「緑の基本計画」

問
合
先
　
秘
書
広
報
課

　
1(

２
２)

３
４
２
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
４
）３
３
０
７

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
　

k
o
u
ty
o
u
@
c
ity
.e
c
h
ize
n
.lg
.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.city

.ech
izen

.lg
.jp

　
掲
載
の
ハ
ガ
キ
に
意
見
を
記
入

し
、
切
り
取
っ
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。（
切
手
不
要
）

締
切
日
　
１
月
10
日
(木)
　

※
ご
意
見
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

● ハード事業をはじめ、市民や
地域では解決できない課題に
取り組みます。その際、可能
な限り市民や地域の参画に努
めます。

● 自治振興会などが中心となっ
て、地域のまちづくり課題に
対応し、目指すべき将来像に
向って地域が一体となって取
り組みます。

● 市民一人ひとりがまちづくり
の目標を理解し、身近にでき
ることを自ら取り組みます。



区分 越　前　市 国の制度との比較

同　じ

（平成19年度支給割合）

（平成19年４月１日現在支給割合）

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退
　
職
　
手
　
当

給与

報酬

市　長

副市長

議　長

副議長

議　員

給与月額など

907,000円

760,000円

465,000円

407,000円

387,000円

区　　　分 期末手当

6月期　  1.6月分

12月期　1.75月分

合計 　 3.35月分

(平成19年度支給割合)

◆特別職の給与、報酬などの状況    (平成19年4月1日現在)

◆育児休業の状況    (平成18年度)

◆その他の休暇の状況    (平成18年度)

   (各年4月1日現在)◆部門別職員数の状況

区　　　　　分

部　　　　　門

職　　員　　数

平成19年度 増減数平成18年度

7

135

33

161

29

3

30

22

57

477

141

0

141

3

22

25

21

71

689

7

136

32

156

32

3

29

22

56

473

150

1

151

4

23

24

29

80

704

� 0

▲�1

� 1

� 5

▲�3

� 0

� 1

� 0

� 1

� 4

▲�9

▲�1

▲�10

▲�1

▲�1

� 1

▲�8

▲�9

▲�15

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

労 働

農林水産

商 工

土 木

小 計

教 育

消 防

小 計

病 院

水 道

下 水 道

そ の 他

小 計

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

部
　
　
門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

合 　 　 計

   (平成18年度普通会計決算)◆人件費の状況

住民基本台帳人口
（19年3月31日現在）

歳　出　額
A

実質収支 人件費
B

人件費率
（B／A）

84,161人 29,126,270千円 1,248,698千円 5,529,298千円 19.0％

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含んでいます。

   (平成19年度普通会計の当初予算)

   (平成19年4月1日現在)

   (平成19年4月1日現在)

◆職員給与費の状況

給　　　料

2,667,578千円

職員手当

411,678千円

期末・勤勉手当

1,101,113千円

計

4,180,369千円

※職員手当には、退職手当を含んでいません。

◆職員の平均給料月額および平均年齢の状況

◆服務規程の遵守に関する取組状況

平均給料月額

362,247円

300,561円

平　均　年　齢

43歳10月

49歳 3月

◆職員の初任給の状況

区　　　分 決定初任給 採用2年経過日給料月額

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

159,700円

138,400円

131,500円

120,200円

176,800円

148,000円

140,300円

127,700円

一般行政職

技能労務職

区　分 内　　　　　　容 受講者数

市独自研修

委託研修

派遣研修

勤務評定・情報セキュリティ・グループリーダー研修ほか

福井県自治研修所

全国建設研修センター研修、日本経営協会研修ほか

821人

206人

32人

   (平成18年度)

   (平成18年度)

◆分限処分の状況

◆公務災害発生状況

◆安全衛生対策の状況

◆福利厚生の状況

区　　分 処分者数 処　分　事　由

降　任

免　職

休　職

降　給

1人

０人

16人

０人

勤務実績不良

－

心身の故障による長期休養

－

   (平成19年4月1日現在)◆職員の勤務時間などの状況

   (平成18年度)

◆懲戒処分の状況
区　　分 処分者数 処　分　事　由

戒　告

減　給

停　職

免　職

２人

０人

０人

０人

一般服務違反

　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　－

区　　　分

一般行政職

技能労務職

   (平成19年4月1日現在)◆職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区　　　分 経験年数10年

大学卒

高校卒

高校卒

267,175円

226,400円

198,900円

一般行政職

技能労務職

経験年数15年

319,886円

273,900円

234,633円

経験年数20年

377,633円

325,100円

271,860円

   (平成19年4月1日現在)◆一般行政職の級別職員数の状況

   (平成19年4月1日現在)

◆年齢別職員構成の状況

区　分 1 級

標準的な
職務内容

主事
技師

職員数

構成比

28人

7.0％

2 級

主事
技師

40人

9.9％

3 級

主査

70人

17.4％

4 級

主幹

30人

7.5％

5 級

主幹

98人

24.4％

6 級

課長
副課長

103人

25.6％

7 級

19人

4.7％

8 級

課長

14人

3.5％

部長
計

402人

100％

※越前市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

◆職員手当の状況

人
事
行
政
の
あ
ら
ま
し

　「
越
前
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度
に
お
け
る
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件

な
ど
、
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
市
に
お
い
て
は
合
併
以
降
、
行
財
政
構
造
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
職
員
数
の
削
減
、
給
与
の
適
正
化
な
ど

人
件
費
の
削
減
を
実
施
し
、
効
率
的
な
組
織
運
営
の
も
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

問合先　職員課
　1(２２)３７０４※職員数は、一般職に属する職員数で、総務省の地方公

共団体定員管理調査報告値です。

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(3％～30％加算)
平成19年度まで

自己都合

23.5月分

33.5月分

47.5月分

59.28月分

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

　

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(２％～２0％加算)

自己都合

23.5月分

33.5月分

47.5月分

59.28月分

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

有

　

６月期

12月期

計

期末手当

1.40月分

1.60月分

3.00月分

勤勉手当

0.725月分

0.775月分

1.5月分

※公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する必要が
ある職員は、上記以外の勤務時間の割振りによります。

区　　　分

１週間の勤務時間

勤 務 時 間

休 憩 時 間

時　　間　　な　　ど

40時間

午前８時半～午後５時半

午後０時～１時

◆年次有給休暇の取得状況    (平成18年１月１日～12月31日)

休　　暇　　期　　間

１年あたり20日間付与�
（20日を限度に、翌年に繰り越すことができる）

平均取得日数

7.0日

取得状況

33人

7人

7人

7人

96人

平均4.6日

4人

5人

1人

休　　暇　　期　　間

結核性疾患：1年以内、�
負傷または結核性疾患以外の疾病：90日以内

5日以内�

出産予定日までの6週間�

出産の日の翌日から8週間�

親族の続柄に応じ、1日から7日以内

7月から9月までの期間内に5日以内�

一の年において5日以内�

入院から出産後2週間までの期間内に2日以内

連続する6月の期間内において必要と認める期間

休 暇 の 種 類

病 気 休 暇

　 　

介 護 休 暇

　 　

結 婚 休 暇

産 前 休 暇

産 後 休 暇

忌 　 　 引

夏 季 休 暇

子の看護休暇

出産補助休暇

特
　
別
　
休
　
暇 (

主
な
も
の)

区分

男性
職員

女性
職員

2年超え
2年6月以下

0人

0人

2年6月超え

0人

0人

1年6月超え
2年以下

0人

1人

1年超え
1年6月以下

0人

4人

6月超え
１年以下

0人

4人

6月以下

0人

0人

育　児　休　業　承　認　期　間
育児休業
取得者数

0人

9人

　市職員の共済制度については、福井県市町村職員共済組合が、

組合員およびその家族の生活の安定と福祉の向上を目的に、病気・

ケガ・出産・死亡・休業または災害に対して給付を行う「短期給

付事業」、退職・障害または死亡に対して年金または一時金の給

付を行う「長期給付事業」および健康保持増進事業や住宅資金など

の貸付けを行う「福祉事業」の３つの事業を行っています。

　市においては、地方公務員法第42条の規定に基づき、職員の福

利厚生事業を「越前市職員共済会(職員による互助組織で条例によ

り設置が認められた団体)」と共同で行っています。職員掛金(給料

月額の1000分の５)と市負担金(給料月額の1000分の５)を資金と

して、共済会が健康管理のための人間ドック助成、体育・文化事

業、職員の慶弔費の給付などを行っています。

　平成18年度に勤務条件に関する措置の要求として取り扱った事

案はありませんでした。�

　平成18年度に不利益処分に関する申立てとして取り扱った事案

はありませんでした。

　公務災害補償制度は、地方公務員災害補償法に基づき、地方公

務員が公務上の災害または通勤による災害を受けた場合に、地方

公務員災害補償基金がその損害を補償する制度です。�

【平成18年度の発生状況】

　・公務災害５件(うち負傷５件、疾病０件)�

　・通勤災害０件�

　労働安全衛生法第19条の規定に基づき、越前市安全衛生委員会

を設置し(会長１人、委員９人)、職場巡視・点検による働きやすい

職場づくりや、心身に関する研修会の開催、産業カウンセラーの

相談面接などによる健康の保持増進、心身の疾病による休業者の

職場復帰支援を図っています。

　また、労働安全衛生規則第44条の規定に基づく全職員を対象と

した職員の定期健康診断(年１回)の実施、特定職場の予防接種を行

っています。

■分限処分、および懲戒処分の状況

■職員の勤務時間、その他の勤務条件の状況

■職員の給与の状況

■職員研修の状況

■職員の服務の状況

■職員の福祉および利益の保護の状況

■不利益処分に関する不服申立ての状況

■勤務条件に関する措置の要求状況

■職員数の状況

※同一の職員が複数回にわたって研修を受講している場合、その数は重複して

計上しています。�

※同一の職員が複数回にわたって処分された場合、その数は重複して計上して

います。�

　市では、「越前市職員倫理条例」により、市民の疑惑や不信を招く

ような行為の防止を図り、公務に対する市民の信頼を確保し、公正

かつ民主的な市政の運営に努めています。�

　また、服務規律の遵守については、会議や研修などの機会を通じ

て、または、通知文などにより職員に対して、綱紀粛正および服務

規律の周知徹底を図っています。

越前市広報12月15日号 14越前市広報12月15日号15
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（人）

20～23歳

24～27歳

28～31歳

32～35歳

36～39歳

40～43歳

44～47歳

48～51歳

52～55歳

56～59歳

60歳以上

9人

28人

67人

70人

65人

37人

73人

146人

123人

65人

6人

※詳細は市のホームページでも、公表しています。　ホームページアドレス　http://www.c ity .ech izen . lg . jp/



区分 越　前　市 国の制度との比較

同　じ

（平成19年度支給割合）

（平成19年４月１日現在支給割合）

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退
　
職
　
手
　
当

給与

報酬

市　長

副市長

議　長

副議長

議　員

給与月額など

907,000円

760,000円

465,000円

407,000円

387,000円

区　　　分 期末手当

6月期　  1.6月分

12月期　1.75月分

合計 　 3.35月分

(平成19年度支給割合)

◆特別職の給与、報酬などの状況    (平成19年4月1日現在)

◆育児休業の状況    (平成18年度)

◆その他の休暇の状況    (平成18年度)

   (各年4月1日現在)◆部門別職員数の状況

区　　　　　分

部　　　　　門

職　　員　　数

平成19年度 増減数平成18年度

7

135

33

161

29

3

30

22

57

477

141

0

141

3

22

25

21

71

689

7

136

32

156

32

3

29

22

56

473

150

1

151

4

23

24

29

80

704

� 0

▲�1

� 1

� 5

▲�3

� 0

� 1

� 0

� 1

� 4

▲�9

▲�1

▲�10

▲�1

▲�1

� 1

▲�8

▲�9

▲�15

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

労 働

農林水産

商 工

土 木

小 計

教 育

消 防

小 計

病 院

水 道

下 水 道

そ の 他

小 計

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

部
　
　
門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

合 　 　 計

   (平成18年度普通会計決算)◆人件費の状況

住民基本台帳人口
（19年3月31日現在）

歳　出　額
A

実質収支 人件費
B

人件費率
（B／A）

84,161人 29,126,270千円 1,248,698千円 5,529,298千円 19.0％

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含んでいます。

   (平成19年度普通会計の当初予算)

   (平成19年4月1日現在)

   (平成19年4月1日現在)

◆職員給与費の状況

給　　　料

2,667,578千円

職員手当

411,678千円

期末・勤勉手当

1,101,113千円

計

4,180,369千円

※職員手当には、退職手当を含んでいません。

◆職員の平均給料月額および平均年齢の状況

◆服務規程の遵守に関する取組状況

平均給料月額

362,247円

300,561円

平　均　年　齢

43歳10月

49歳 3月

◆職員の初任給の状況

区　　　分 決定初任給 採用2年経過日給料月額

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

159,700円

138,400円

131,500円

120,200円

176,800円

148,000円

140,300円

127,700円

一般行政職

技能労務職

区　分 内　　　　　　容 受講者数

市独自研修

委託研修

派遣研修

勤務評定・情報セキュリティ・グループリーダー研修ほか

福井県自治研修所

全国建設研修センター研修、日本経営協会研修ほか

821人

206人

32人

   (平成18年度)

   (平成18年度)

◆分限処分の状況

◆公務災害発生状況

◆安全衛生対策の状況

◆福利厚生の状況

区　　分 処分者数 処　分　事　由

降　任

免　職

休　職

降　給

1人

０人

16人

０人

勤務実績不良

－

心身の故障による長期休養

－

   (平成19年4月1日現在)◆職員の勤務時間などの状況

   (平成18年度)

◆懲戒処分の状況
区　　分 処分者数 処　分　事　由

戒　告

減　給

停　職

免　職

２人

０人

０人

０人

一般服務違反

　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　－

区　　　分

一般行政職

技能労務職

   (平成19年4月1日現在)◆職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区　　　分 経験年数10年

大学卒

高校卒

高校卒

267,175円

226,400円

198,900円

一般行政職

技能労務職

経験年数15年

319,886円

273,900円

234,633円

経験年数20年

377,633円

325,100円

271,860円

   (平成19年4月1日現在)◆一般行政職の級別職員数の状況

   (平成19年4月1日現在)

◆年齢別職員構成の状況

区　分 1 級

標準的な
職務内容

主事
技師

職員数

構成比

28人

7.0％

2 級

主事
技師

40人

9.9％

3 級

主査

70人

17.4％

4 級

主幹

30人

7.5％

5 級

主幹

98人

24.4％

6 級

課長
副課長

103人

25.6％

7 級

19人

4.7％

8 級

課長

14人

3.5％

部長
計

402人

100％

※越前市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

◆職員手当の状況

人
事
行
政
の
あ
ら
ま
し

　「
越
前
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度
に
お
け
る
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件

な
ど
、
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
市
に
お
い
て
は
合
併
以
降
、
行
財
政
構
造
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
職
員
数
の
削
減
、
給
与
の
適
正
化
な
ど

人
件
費
の
削
減
を
実
施
し
、
効
率
的
な
組
織
運
営
の
も
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

問合先　職員課
　1(２２)３７０４※職員数は、一般職に属する職員数で、総務省の地方公

共団体定員管理調査報告値です。

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(3％～30％加算)
平成19年度まで

自己都合

23.5月分

33.5月分

47.5月分

59.28月分

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

　

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(２％～２0％加算)

自己都合

23.5月分

33.5月分

47.5月分

59.28月分

勧奨・定年

30.55月分

41.34月分

59.28月分

59.28月分

職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

有

　

６月期

12月期

計

期末手当

1.40月分

1.60月分

3.00月分

勤勉手当

0.725月分

0.775月分

1.5月分

※公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する必要が
ある職員は、上記以外の勤務時間の割振りによります。

区　　　分

１週間の勤務時間

勤 務 時 間

休 憩 時 間

時　　間　　な　　ど

40時間

午前８時半～午後５時半

午後０時～１時

◆年次有給休暇の取得状況    (平成18年１月１日～12月31日)

休　　暇　　期　　間

１年あたり20日間付与�
（20日を限度に、翌年に繰り越すことができる）

平均取得日数

7.0日

取得状況

33人

7人

7人

7人

96人

平均4.6日

4人

5人

1人

休　　暇　　期　　間

結核性疾患：1年以内、�
負傷または結核性疾患以外の疾病：90日以内

5日以内�

出産予定日までの6週間�

出産の日の翌日から8週間�

親族の続柄に応じ、1日から7日以内

7月から9月までの期間内に5日以内�

一の年において5日以内�

入院から出産後2週間までの期間内に2日以内

連続する6月の期間内において必要と認める期間

休 暇 の 種 類

病 気 休 暇

　 　

介 護 休 暇

　 　

結 婚 休 暇

産 前 休 暇

産 後 休 暇

忌 　 　 引

夏 季 休 暇

子の看護休暇

出産補助休暇

特
　
別
　
休
　
暇 (

主
な
も
の)

区分

男性
職員

女性
職員

2年超え
2年6月以下

0人

0人

2年6月超え

0人

0人

1年6月超え
2年以下

0人

1人

1年超え
1年6月以下

0人

4人

6月超え
１年以下

0人

4人

6月以下

0人

0人

育　児　休　業　承　認　期　間
育児休業
取得者数

0人

9人

　市職員の共済制度については、福井県市町村職員共済組合が、

組合員およびその家族の生活の安定と福祉の向上を目的に、病気・

ケガ・出産・死亡・休業または災害に対して給付を行う「短期給

付事業」、退職・障害または死亡に対して年金または一時金の給

付を行う「長期給付事業」および健康保持増進事業や住宅資金など

の貸付けを行う「福祉事業」の３つの事業を行っています。

　市においては、地方公務員法第42条の規定に基づき、職員の福

利厚生事業を「越前市職員共済会(職員による互助組織で条例によ

り設置が認められた団体)」と共同で行っています。職員掛金(給料

月額の1000分の５)と市負担金(給料月額の1000分の５)を資金と

して、共済会が健康管理のための人間ドック助成、体育・文化事

業、職員の慶弔費の給付などを行っています。

　平成18年度に勤務条件に関する措置の要求として取り扱った事

案はありませんでした。�

　平成18年度に不利益処分に関する申立てとして取り扱った事案

はありませんでした。

　公務災害補償制度は、地方公務員災害補償法に基づき、地方公

務員が公務上の災害または通勤による災害を受けた場合に、地方

公務員災害補償基金がその損害を補償する制度です。�

【平成18年度の発生状況】

　・公務災害５件(うち負傷５件、疾病０件)�

　・通勤災害０件�

　労働安全衛生法第19条の規定に基づき、越前市安全衛生委員会

を設置し(会長１人、委員９人)、職場巡視・点検による働きやすい

職場づくりや、心身に関する研修会の開催、産業カウンセラーの

相談面接などによる健康の保持増進、心身の疾病による休業者の

職場復帰支援を図っています。

　また、労働安全衛生規則第44条の規定に基づく全職員を対象と

した職員の定期健康診断(年１回)の実施、特定職場の予防接種を行

っています。

■分限処分、および懲戒処分の状況

■職員の勤務時間、その他の勤務条件の状況

■職員の給与の状況

■職員研修の状況

■職員の服務の状況

■職員の福祉および利益の保護の状況

■不利益処分に関する不服申立ての状況

■勤務条件に関する措置の要求状況

■職員数の状況

※同一の職員が複数回にわたって研修を受講している場合、その数は重複して

計上しています。�

※同一の職員が複数回にわたって処分された場合、その数は重複して計上して

います。�

　市では、「越前市職員倫理条例」により、市民の疑惑や不信を招く

ような行為の防止を図り、公務に対する市民の信頼を確保し、公正

かつ民主的な市政の運営に努めています。�

　また、服務規律の遵守については、会議や研修などの機会を通じ

て、または、通知文などにより職員に対して、綱紀粛正および服務

規律の周知徹底を図っています。
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※詳細は市のホームページでも、公表しています。　ホームページアドレス　http://www.c ity .ech izen . lg . jp/
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決
算
の
状
況

１以上…自力で財源を確保できている

１未満…自力で確保できる財源が不足している

　１未満の地方公共団体には、国から普通交付税が交付

されます。

　
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　市民税
　56億4,584万円

　固定資産税
　56億  723万円

　都市計画税
　６億6,555万円

　市たばこ税ほか
　６億6,936万円

304億4,292万円

平成17年度からの繰越金
使用料・手数料など

問
合
先
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務
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老人福祉や介護保険の経費

障害者支援

保育園運営の経費

児童手当など

土地や建物の賃借料

情報システムの経費

基金への積立てなど

北新庄小学校改築

新図書館建設など

借金の返済

農地の環境整備
中小企業への融資など

道路・公園の整備など

特別会計への支払い
（※次頁で照会）

消防・清掃組合への支払いなど

議員や各行政委員への報酬

職員やパートの給料など

講師などへのお礼やお祝い金など

出張時の交通費や宿泊代など

ガス・水道・電気代や消耗品代など

通信、郵便、保険料など

設計や施設管理などの業者委託代など

借地・借家代や物品のリース代など

建設、整備、土地の購入代など

備品の購入代

各種団体への負担金や支援金など

医療費の助成や児童手当など

貸付金など

借金の返済

貯金

その他

特別会計への支援金

3億5,363万円

56億3,060万円

9,577万円

1,243万円

5億8,122万円

1億7,593万円

36億381万円

6億139万円

29億9,714万円

1億7,972万円

53億4,062万円

23億8,529万円

2億6,596万円

37億8,770万円

6億57万円

6,746万円

24億3,951万円

基金：特定の事業を行ったり、財

源が不足したときに使う市

の貯金

平成18年度末現在高　47億円

決
算
の
状
況

〜
健
全
な
市
政
を
守
る
た
め
に
〜

越
前
市
の
現
状

平成
18年度

財

政
市　税� 125億8,798万円

福祉・健康� 67億2,630万円

議会・総務� 47億  104万円

教育・文化
・スポーツ� 41億8,855万円

公債費� 37億8,770万円

産業・経済� 21億6,526万円

都市整備� 19億6,937万円

繰出金� 24億3,951万円

その他� 31億4,102万円

その他� 33億6,111万円

地方交付税� 50億4,812万円

交付金など� 27億5,563万円

国・県支出金� 33億7,538万円

市　債� 33億1,470万円

歳　入歳　入291億1,875万円 歳　出歳　出
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15
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市
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19年度への繰越金  13億2,417万円

■財政力指数 …

どんな内容に使っているの？ 市民一人あたりで考えると…

5万6,000円

市債残高：施設を造るときなどに

借りた市の借金

平成18年度末現在高　657億円

借 金

財 産

78万1,000円

公有財産：土地　271万g　　建物　38万g
　　　　　有価証券　２億円　　出資による権利　12億円

物　品：（取得価格が50万円以上のもの） 866点

債　権：７億円　民間への貸付金　３億円など

財政状況は指数や比率でわかります。

指数が大きいほど財源余裕

（普通会計）

0.719

　家計に例えると、毎月の収入に対する生活費（日常生活

に欠かせない食費や高熱水費など）の割合のこと。比率が

高くなるほど、欲しいものが買えなくなります。

昨年度は 5万1,000円

■経常収支比率 … 指比率が高いほど弾力的な
財政運営が困難 89.2%

　家計に例えると、毎月の収入に対する家族全員の借金（家

や車のローン）の返済額の割合のこと。比率が高くなるほど、

生活は苦しくなります。

■実質公債費比率 … 18％以上で黄信号
25％以上で赤信号 16.1%

市民1人あたり市民1人あたり

2万6千円のサービス

市民1人あたり市民1人あたり

5万円のサービス

市民1人あたり市民1人あたり

8万円のサービス

市民1人あたり市民1人あたり

2万3千円のサービス

どんな目的に使っているの？

※表示単位未満は調整　　　平成19年3月末人口  84,161人

増えた

県内9市の平均値

88.9%

や

や悪い

県内9市の平均値

0.682

や

や良い

県内9市の平均値

14.9%

悪 い

昨年度は 79万2,000円
減った

貯 金
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決
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状
況

１以上…自力で財源を確保できている

１未満…自力で確保できる財源が不足している

　１未満の地方公共団体には、国から普通交付税が交付

されます。
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　市民税
　56億4,584万円

　固定資産税
　56億  723万円

　都市計画税
　６億6,555万円

　市たばこ税ほか
　６億6,936万円

304億4,292万円

平成17年度からの繰越金
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老人福祉や介護保険の経費

障害者支援

保育園運営の経費

児童手当など

土地や建物の賃借料

情報システムの経費

基金への積立てなど

北新庄小学校改築

新図書館建設など

借金の返済

農地の環境整備
中小企業への融資など

道路・公園の整備など

特別会計への支払い
（※次頁で照会）

消防・清掃組合への支払いなど

議員や各行政委員への報酬

職員やパートの給料など

講師などへのお礼やお祝い金など

出張時の交通費や宿泊代など

ガス・水道・電気代や消耗品代など

通信、郵便、保険料など

設計や施設管理などの業者委託代など

借地・借家代や物品のリース代など

建設、整備、土地の購入代など

備品の購入代

各種団体への負担金や支援金など

医療費の助成や児童手当など

貸付金など

借金の返済

貯金

その他

特別会計への支援金

3億5,363万円

56億3,060万円

9,577万円

1,243万円

5億8,122万円

1億7,593万円

36億381万円

6億139万円

29億9,714万円

1億7,972万円

53億4,062万円

23億8,529万円

2億6,596万円

37億8,770万円

6億57万円

6,746万円

24億3,951万円

基金：特定の事業を行ったり、財

源が不足したときに使う市

の貯金

平成18年度末現在高　47億円
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財

政
市　税� 125億8,798万円

福祉・健康� 67億2,630万円

議会・総務� 47億  104万円

教育・文化
・スポーツ� 41億8,855万円

公債費� 37億8,770万円

産業・経済� 21億6,526万円

都市整備� 19億6,937万円

繰出金� 24億3,951万円

その他� 31億4,102万円

その他� 33億6,111万円

地方交付税� 50億4,812万円

交付金など� 27億5,563万円

国・県支出金� 33億7,538万円

市　債� 33億1,470万円
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19年度への繰越金  13億2,417万円

■財政力指数 …

どんな内容に使っているの？ 市民一人あたりで考えると…

5万6,000円

市債残高：施設を造るときなどに

借りた市の借金

平成18年度末現在高　657億円

借 金

財 産

78万1,000円

公有財産：土地　271万g　　建物　38万g
　　　　　有価証券　２億円　　出資による権利　12億円

物　品：（取得価格が50万円以上のもの） 866点

債　権：７億円　民間への貸付金　３億円など

財政状況は指数や比率でわかります。

指数が大きいほど財源余裕

（普通会計）

0.719

　家計に例えると、毎月の収入に対する生活費（日常生活

に欠かせない食費や高熱水費など）の割合のこと。比率が

高くなるほど、欲しいものが買えなくなります。

昨年度は 5万1,000円

■経常収支比率 … 指比率が高いほど弾力的な
財政運営が困難 89.2%

　家計に例えると、毎月の収入に対する家族全員の借金（家

や車のローン）の返済額の割合のこと。比率が高くなるほど、

生活は苦しくなります。

■実質公債費比率 … 18％以上で黄信号
25％以上で赤信号 16.1%

市民1人あたり市民1人あたり

2万6千円のサービス
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市民1人あたり市民1人あたり

8万円のサービス

市民1人あたり市民1人あたり

2万3千円のサービス

どんな目的に使っているの？

※表示単位未満は調整　　　平成19年3月末人口  84,161人

増えた

県内9市の平均値
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昨年度は 79万2,000円
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国
民
健
康
保
険
、
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護
保
険
な
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一
般
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と

分
け
て
設
置
す
る
特
定
の
事
業
に
関
す
る
会
計

※ガス事業清算特別会計は、平成18年10月１日に民間譲渡されたガス事業の清算事務を行う

ため設置されました。

※土地区画整理事業は、事業認可期間の終結により平成18年度で会計を廃止し、借入金の残

高を一般会計に引き継ぎました。

会　計　名 歳　入 歳　出 差引額
一般会計からの

繰入金

簡易水道事業

土地区画整理事業

下水道

国民健康保険

霊園事業

老人保健

駐車場

農業集落排水事業

林業集落排水事業

介護保険

今立西部工業団地事業

障害区分認定審査会

ガス事業清算

2,706万円

1億9,469万円

52億7,288万円

66億9,921万円

2,709万円

79億8,633万円

3,577万円

1億4,908万円

337万円

54億9,060万円

1億  254万円

1,122万円

41億3,749万円

2,483万円

1億9,469万円

52億5,362万円

66億2,216万円

752万円

78億8,323万円

1,463万円

1億4,892万円

327万円

51億5,147万円

1億3,442万円

1,122万円

23億6,872万円

223万円

0円

1,926万円

7,705万円

1,957万円

1億  310万円

2,114万円

16万円

10万円

3億3,913万円

－3,188万円

0円

17億6,877万円

215万円

1億1,276万円

7億  100万円

2億3,119万円

0円

5億8,766万円

0円

9,000万円

270万円

7億  594万円

0円

465万円

0円

※ガス事業は、平成18年10月１日に越前エネライン

（株）へ譲渡され、ガス事業の清算事務はガス事業

清算特別会計へ引き継がれました。

※水道事業は、平成18年12月以降、日野川地区水道

用水供給事業からの受水（水購入）が開始されました。

※資本のうち借入資本金（借入残高）22億6,366万円
※平成18年10月１日に越前エネライン（株）へ譲渡

越前市広報12月15日号 18

特
別
会
計

水道など民間企業と同様に、利用料金など

事業利益で運営している会計公営企業会計

3億2,859万円
収  益

純損失
費 用

2億2,854万円

1億      5万円

損益計算書

29億  689万円
負  債

資  本
資 産

6,897万円

28億3,792万円

貸借対照表

ガス事業 （給水戸数：5,941戸）

※資本のうち借入資本金（借入残高）42億9,513万円

12億1,871万円
費 用

純利益
収 益

11億2,433万円

9,438万円

損益計算書

119億5,587万円
負  債

資  本
資 産

4億6,054万円

114億9,533万円

貸借対照表

水道事業 （給水戸数：29,572戸）

※資本のうち借入資本金（借入残高）1,461万円

3,984万円
費 用

純利益
収 益

3,334万円

650万円

損益計算書

3億3,678万円
負  債

資  本
資 産

2,823万円

3億  855万円

貸借対照表

工業用水事業 （給水事業所数：10社）



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
売
を
実
施
し
ま
す

　
　
納
税
課
　 

1(

２
２)

３
０
１
５

　
税
滞
納
処
分
と
し
て
市
が
差
押
え

を
行
っ
た
財
産
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
公
売
を
実
施

し
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
に
は
、事
前
に『
公
売

の
手
引
き
』を
送
り
ま
す
の
で
、納
税

課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
公
売
物
件

所
在
地
　
高
木
町
56
字
10
番
１
、
11

番
、12
番
、13
番
、14
番
、15
番(

６
筆)

内
容
　
田(

一
枚
田)

１
３
６
７
g

入
札
日
時
　
２
月
12
日
(火)
　
午
前
10

時
半
〜
11
時

入
札
場
所
　
市
民
ホ
ー
ル
第
一
会
議
室

見
積
価
額(

最
低
価
額) 

７
５
０
万
円

公
売
保
証
金
　
75
万
円

※
入
札
開
始
日
時
ま
で
に
納
付

買
受
代
金
の
納
付
期
限

　
２
月
19
日
(火)
　
午
後
３
時
半
ま
で

そ
の
他
　
農
業
委
員
会
が
交
付
す
る

「
買
受
適
格
証
明
書（
申
請
締
切
は 

１
月
10
日
(木)
）」が
必
要
で
す
。

鯖
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
南
通
り
が

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
に
！

　
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
南
通
り
が

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
に
！

鯖
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

鯖
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

となりの
街から

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド

(

イ
メ
ー
ジ)

　
街
路
樹
を
光
で
飾
り
、

明
る
く
暖
か
で
安
ら

げ
る
ま
ち
を
演
出
し

ま
す
。

　
今
後
も
、
毎
年
少

し
ず
つ
光
を
増
や
し
て
い
く
計
画
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
光

の
ト
ン
ネ
ル
を
散
歩
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

期
間
　
平
成
20
年
２
月
29
日
(金)
ま
で

と
こ
ろ
　
E
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー(

東

E
江
三
丁
目)

南
通
り

問
合
先
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
さ
ば
え

1(

５
２)

７
４
３
０

所 在 地

内 容

見積価額

公売保証金

物件情報 公売物件w【土地付建物】

若松町39番1

・土地　99.81g(宅地)

・建物　居宅

　鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺

　２階建

　床面積　(１階)68.18g

　　　　　(２階)39.73g�

400万円

40万円

公売物件q【土地】

帆山町17字19番10

・土地　

　303.71g(宅地)

　　　

530万円

53万円

●
農
地
の
公
売
を
行
い
ま
す

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
使
用
し
ま
せ
ん

悪質訪問販売に 、ご注意！

　「包丁を研ぐ」と言って、家庭
を訪問し、研いだ後に高額の料
金(8,000円程度)を請求するトラ
ブルが、市内で発生しています。
　被害に遭わないように、まず
最初に業者名や料金、領収書は
もらえるかなど、確認してくだ
さい。
問合先　消費者センター
　1(２２)３７７３

公
売
参
加
申
込
期
間
　

　
平
成
20
年
１
月
８
日
(火)
午
後
１
時

〜
1
月
21
日
(月)
午
後
５
時

公
売
保
証
金
の
納
付
期
限

　
平
成
20
年
１
月
21
日
(月)
　

入
札
期
間

　
平
成
20
年
１
月
23
日
(水)
午
後
１
時

〜
１
月
29
日
(火)
午
後
１
時

買
受
代
金
の
納
付
期
限

　
平
成
20
年
２
月
５
日
(火)
午
後
２
時

半
ま
で

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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コ

ン

フ

ォ

ー

ト

製
造
事
業
者
の
み
な
さ
ん

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
情
報
統
計
課 

1(

２
１)

５
０
７
８

　
平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施

す
る
た
め
、
12
月
か
ら
平
成
20
年
１

月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

　
な
お
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
を
厳
守
し

ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

　燃やせるごみとして出すことの

できる袋は、南越清掃組合の指定

袋または、指定のマークが入った

レジ袋に限ります。

　マークのついていないレジ袋に、

ごみを入れて出した場合は、収集

しませんので注意してください。

問合先
　環境政策課　　1(２２)５３４２
　南越清掃組合　1(２２)２６３６

t南越清掃組合
　指定のマーク

※新しいシンボル
マークを募集中
です。

　締切 12月25日（火）

不
用
品
の
活
用
情
報

・
乳
児
用
お
も
ち
ゃ

・
ほ
乳
ビ
ン
、消
毒
器
、補
飲
器

・
乳
幼
児
用
オ
ル
ゴ
ー
ル

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
　
・
せ
い
ろ

・
餅
つ
き
機(

蒸
し
な
し)

　

・
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル

・
事
務
机(

ス
チ
ー
ル
製
４
台)

・
ロ
ッ
カ
ー(

３
人
用
、
２
本)

申
込
・
問
合
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
1(

２
２)

３
７
７
３

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト（
乳
児
用
）

・
全
自
動
洗
濯
機

・
電
子
レ
ン
ジ

・
二
段
ベ
ッ
ト
　
・
ア
イ
ロ
ン

・
補
聴
器
　
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー

・
ピ
ア
ノ
　
・
す
べ
り
台

《
ゆ
ず
り
ま
す
》

《
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
》

ごみ出しのマナー
守りましょう！

ぶき



再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
利
再
来
館
　
1(

２
８)

１
３
９
０

　
　
勾
当
原
町
86
―

28

　
　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
坂
の
口
展
示
場

申
込
期
間
　
平
成
20
年
１
月
５
日
(土)

〜
25
日
(金)

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　
平
成
20
年
２
月
１
日
(金)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
期
間
　
平
成
20
年
２
月
２
日
(土)

〜
10
日
(日)

介
護
予
防
水
中
運
動
教
室

を
開
催
し
ま
す

長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

対
象
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者

と
き
　
平
成
20
年
１
月
９
日
(水)
〜
３

月
26
日
(水)(

毎
週
水
曜
日
、全
12
回)

　
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
柳
荘
温
水
プ
ー
ル(

家
久
町)

※
プ
ー
ル
ま
で
の
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容
　
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
介

護
予
防
教
室

参
加
料
　
３
０
０
０
円(

保
険
料
な
ど)

定
員
　
30
人(

先
着
順)

申
込
先
　
長
寿
福
祉
課
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

12月17日～31日　真柄甚松氏(市史編さん室職員)

◎考福学 丹南の先達が語る チョットいいかなぁ！ (午後８時半更新)

丹南HOT情報チャンネル(５ch)

※番組は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

地域ふれあいチャンネル(２ch)

12月28日～１月４日　午後６時～８時  
越前市を中心に開催されたイベントをダイジェストで放送

　こしの都千五百年大祭 古浪漫に包まれた３日間

12月21日～31日   こしの都千五百年プロジェクト
　　　　　　　　 こしの都と継体大王 第十四章　

◎丹南歴史探訪 (午後９時半更新)
12月17日～31日　コンパクトなまちづくりをめざして
１月 １日～３日　年頭のごあいさつ
１月 ４日～14日　旬菜で食の安全を守ります

◎越前市情報ナビ(2週間放送)
7：30～、12：30～、19：30～
※土・日は1時間遅れ

12月31日   午後11時30分～　　　　　　　　　　
　 Happy たんなん New Year 2008 ～ことしも年越し生チュウ継！～

ま からじんまつ

介
護
保
険
認
定
者
も
障
害
者

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

主
な
改
正
点

・
警
察
で
の
保
管
期
間
が
短
縮
。

　
６
カ
月
　
↓
　
３
カ
月

・
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
。

・
個
人
情
報
が
入
っ
た
も
の
を
拾
っ

て
も
、
所
有
権
は
取
得
で
き
な
い
。

・
傘
な
ど
大
量
で
安
価
な
も
の
は
、

２
週
間
を
こ
え
る
と
処
分
。

・
犬
や
猫
は
遺
失
物
法
の
対
象
外
に
。

問
合
先
　
越
前
警
察
署

　
1(

２
４)

０
１
１
０

　
今
立
警
察
署

　
1(

４
３)

０
１
１
０

　市では、これまでの老人医療制度に替えて来

年４月から新しく始まる「後期高齢者医療制度」や、

今年度策定した「環境基本計画・地球温暖化への

取り組み」について、説明会を開催します。

開催時間　午後7時～8時

　　　　　※東・西地区に限り午後1時半～2時半

問合先　保険年金課　1(２２)３００２

地　区

東 地 区

西 地 区

神 山 地 区

南 地 区

吉 野 地 区

国 高 地 区

大 虫 地 区

坂 口 地 区

王子保地区

北日野地区

北新庄地区 

味真野地区

白 山 地 区

粟田部地区

岡 本 地 区

南中山地区

服 間 地 区

場　　所

東 公 民 館

西 公 民 館

神 山 公 民 館

南 公 民 館

吉 野 公 民 館

国 高 公 民 館

大 虫 公 民 館

坂 口 公 民 館

王子保公民館

北日野公民館

北新庄公民館

味真野公民館

白 山 公 民 館

花 筐 公 民 館

岡 本 公 民 館

南中山公民館

服 間 公 民 館

開  催  日

12月18日c

12月20日e

1月15日c

1月17日e

1月18日f

1月23日d

1月24日e

1月29日c

1月31日e

2月 5日c

2月 7日e

2月12日c

2月14日e

2月19日c

2月21日e

2月26日c

2月28日e

　
認
定
さ
れ
る
と
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
と
き
、
障
害
者
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
・
申
請
方
法
　
介
護
認
定
の
訪

問
調
査
表
お
よ
び

主
治
医
意
見
書
を

も
と
に
認
定
し
ま

す
。
長
寿
福
祉
課

で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

控
除
の
対
象
に
あ
た
る
人

・
介
護
保
険
認
定
の
寝
た
き
り
度
ラ

ン
ク
Ａ
以
上

・
認
定
度
ラ
ン
ク
2
以
上
の
人

丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ
12月～1月の越前市関連の番組案内

落
と
し
物
・
忘
れ
物
の

法
律(

遺
失
物
法)

が

変
わ
り
ま
し
た

落
と
し
物
・
忘
れ
物
の

法
律(

遺
失
物
法)

が

変
わ
り
ま
し
た

住民説明会を開催します住民説明会を開催します住民説明会を開催します
●後期高齢者医療制度
●環境基本計画

特別
番組

特別
番組
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【お知らせ】　施設の名称が類似していることから、次のように統一します。

　　　　　　　●福祉健康センター(アル・プラザ武生)　⇒　福祉健康センター(ハート・フル・たけふ)

　　　　　　　●社会福祉センター(杉尾町)　　　　　　⇒　社会福祉センター(今立)

・リンスインシャンプー、ボディソープ設置（無料）
・毎日薬湯サービス実施
・毎月26日は季節の湯サービス実施
・12月22日はゆず湯サービス実施

○城勝湯（定休日　月曜）
　若竹町１０－１８　1（２２）２３１７
○曙湯（定休日　木曜）
　京町三丁目２－１６　1（２２）２０８８

社
会
人
向
け

食
育
の
ス
ス
メ(

全
３
回)

　
男
女
平
等
推
進
協
会
え
ち
ぜ
ん

1(

２
４)

４
４
４
６

●
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
術

と
き
　
平
成
20
年
１
月
17
日
(木)
　

　
午
後
７
時
〜
８
時
半

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

　(

ハ
ー
ト
・
フ
ル
・
た
け
ふ)

講
師
　
市
管
理
栄
養
士

定
員
　
30
人

料
金
　
無
料

●
食
品
の
選
び
方
、食
品
表
示
の
見
方

と
き
　
平
成
20
年
１
月
23
日
(水)
　

　
午
後
７
時
〜
８
時
半

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

講
師
　
帰
山
順
子
氏

(

消
費
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー)

定
員
　
30
人

料
金
　
無
料

●
30
分
で
で
き
る
！
プ
ロ
仕
込
み
の

イ
タ
リ
ア
料
理

と
き
　
平
成
20
年
１
月
26
日
(土)
　

　
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　(

府
中
一
丁
目)

講
師
　
山
田
尚
弘
氏(

オ
ヤ
ジ
の
会

　
会
員)

定
員
　
16
人

料
金
　
５
０
０
円
程
度(

材
料
費) 

受
講
料
　
無
料

そ
の
他
　
託
児
あ
り(

無
料
、要
予
約)

か
え
り
や
ま 

じ
ゅ
ん
こ

ゆず湯に入って
寒い冬を元気に乗り切ろう！
ゆず湯に入って
寒い冬を元気に乗り切ろう！
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※

申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５申込・問合先　ワークメイト　1(２３)６８５５

時 間 受講料コース名 期間 (土・日・祝日を除く） 開催曜日

パソコン講座　　各コースとも定員20人

ワード2003実践

エクセル2003初級

1/17E～2/12C

1/21B～2/13D

19：00
～21：00

火・木曜日

月・水曜日

8,000円

7,000円

テキスト代

1,000円

ワークメイトからのお知らせワークメイトからのお知らせ

ジ
ュ
ニ
ア
体
操
教
室
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
課 

1(

２
２)

７
４
６
３

【 I T 学習支援コーナーを開設しています】
とき　毎月第２・４土曜日(祝日を除く)　午前９時～正午、午後１時～３時
内容　時間内であれば無料で自由にパソコンの自主学習ができます。
　　　わからないことは、サポーターが手助けします。

市
民
ス
キ
ー
講
習
会
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
課 

1(

２
２)

７
４
６
３

と
き
　
平
成
20
年
１
月
９
日
(水)
〜
３

月
12
日
(水)
　
午
後
６
時
15
分
〜
７

時
半

※
全
10
回
、
毎
週
水
曜
日

と
こ
ろ
　
武
生
体
育
セ
ン
タ
ー(

行

松
町)

内
容
　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
て
、

初
心
者
向
け
の
練
習
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
小
学
１
年
〜
５
年
生

※
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
ス
ポ
ー
ツ
課
に
あ
る
申

込
用
紙
を
記
入
し
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
12
月
26
日
(水)
　

定
員
　
15
人(

先
着
順
、
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す)

参
加
費
　
５
０
０
円(

保
険
料)

年
末
年
始
は
休
ま
ず
営
業
！

し
き
ぶ
温
泉 

湯
楽
里

年
末
年
始
は
休
ま
ず
営
業
！

し
き
ぶ
温
泉 

湯
楽
里

　
年
末
年
始
は
、
休
ま
ず
営
業
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
１
月
28
日
(月)
〜
31
日
(木)

は
休
館
し
ま
す
。

問
合
先
　
し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里

　
1(

２
５)

７
８
０
０

お
わ
び
と
訂
正

　
越
前
市
広
報
11
月
15
日
号
の
情
報
館

11
頁
掲
載
の
「
市
外
に
転
出
し
て
い
る
人

の
成
人
式
の
申
込
方
法
」
の
中
で
、
問
い

合
わ
せ
先
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
、お
わ
び
し
ま
す
。

正
　
生
涯
学
習
課
　
1(

２
２)

３
９
７
７

と
き
　
平
成
20
年
１
月
16
日
(水)
、
23

日
(水)
、
30
日
(水)

　
午
後
７
時
半
〜
９
時

と
こ
ろ
　
今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場(

南

越
前
町
板
取)

※
午
後
７
時
ま
で
に
、
現
地
集
合
。

内
容
　
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
ク

ラ
ス
に
分
け
練
習
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
ス
ポ
ー
ツ
課(

分
庁
舎

２
階)

に
あ
る
申
込
用
紙
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料
と
合

わ
せ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
　
12
月
28
日
(金)
　

定
員
　
30
人(

先
着
順)

参
加
費（
保
険
料
を
含
む
）
　

・
大
人
　
２
５
０
０
円(

１
回)

、

　
４
０
０
０
円(

２
回)

、

　
５
０
０
０
円(

３
回)

・
子
ど
も
　
１
５
０
０
円(

１
回)

、

　
３
０
０
０
円(

２
回)

、

　
４
０
０
０
円(

３
回)

●
ナ
イ
タ
ー
グ
ル
ー
プ

　
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
ま
す
！

期
間
　
12
月
29
日
(土)
〜

ナ
イ
タ
ー
営
業
終
了

日
ま
で

　
午
後
７
時
半
〜
９
時

と
こ
ろ
　
今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場

※
午
後
７
時
ま
で
に
、
現
地
集
合
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

内
容
　
基
本
の
ほ
か
多
彩
な
練
習

申
込
方
法
　
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
期
間
中
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

参
加
費
　
一
人
２
０
０
０
円(

保
険

料
を
含
む)

や
ま  

だ
　
な
お
ひ
ろ



要予約

こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター(ハート・フル・たけふ)

●２カ月児セミナー
　とき　平成20年１月21日b　午後１時10分～30分

●のびのびはったつ教室
　(発達が気がかりな幼児と、その家族)
　とき　12月26日d　午前９時半～11時

●１歳６カ月児健康診査
　とき　12月19日d、平成20年１月９日d
　　　    午後１時半～２時半

●３歳児健康診査
　とき　12月20日e、平成20年１月10日e
　　　    午後１時～２時半

●こどものそうだん会
　とき　平成20年１月17日e　午後１時～５時

●育児相談(１歳未満の乳児)
　とき　平成20年１月７日b　午前９時半～10時半

●離乳食教室(１歳未満の乳児)
　とき　平成20年１月７日b
　　　　午前10時～午前11時

●こころの相談(心理カウンセラーの相談)
　とき　平成20年１月11日f　午後５時～７時40分

●いきいき運動広場(自主的に運動できる部屋を開放)
　とき　12月21日f、平成20年１月４日f、11日f、
　　　　18日f　午前９時～11時

●チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)
　とき　12月19日d、平成20年１月９日d
　　　　午前９時半～11時

開催場所　社会福祉センター(今立)

●すこやかサロン(乳幼児)
　とき　12月21日f、平成20年１月18日f
　　　　午前10時～11時

●こころの相談室　　　　　1(４２)３９３９

　(電話や面接で、相談が受けられる)
　とき　平成20年１月７日b、21日b

　　　　午前10時～午後４時

問合先　健康増進課　1(２４)２２２１

【お知らせ】　施設の名称が類似していることから、次のように統一します。

　　　　　　　●福祉健康センター(アル・プラザ武生)　⇒　福祉健康センター(ハート・フル・たけふ)

　　　　　　　●社会福祉センター(杉尾町)　　　　　　⇒　社会福祉センター(今立)

要予約

要予約

要予約

保

健

保

健

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
増
え
ま
し
た

健
康
増
進
課
　
1(
２
４)

２
２
２
１

　
今
回
、Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細

動
器)

の
設
置
場
所
が
、全
小
中
学
校

を
は
じ
め
49
カ
所
に
増
え
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
筋
梗
塞
な
ど
で
倒

れ
た
と
き
、
最
も
適
切
な
対
処
が
で

き
る
機
械
で
す
。ま
た
、こ
の
機
械
は

音
声
に
よ
る
指
示
が
あ
る
た
め
、
誰

で
も
簡
単
に
操
作
で
き
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
講
習

会
な
ど
積
極
的
に
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

講
習
会
に
関
す
る
問
合
先

　
南
越
消
防
組
合
中
消
防
署

　
1(

２
１)

０
１
１
９

このほか貸出用も２台

ありますので、健康増

進課にご相談ください。

★３歳児親子歯っぴー教室
　(親子歯磨きチェックと３歳児フッ素無料塗布)
　対象　３歳児健康診査受診児とその保護者�
　とき　平成20年１月８日c、22日c
　持ち物　フッ素塗布無料券と歯ブラシ

　ところ　歯科口腔保健センター　1(２２)１０２０

施設名称

花筐小学校★

花筐公民館★

今立総合支所

岡本小学校★

岡本公民館★

今立体育センター

今立図書館★

社会福祉センター

南中山小学校★

南越中学校

服間小学校

地区

粟田部

岡本

南中山

服間

地区

東

西�

南

神山

吉野

国高

施設名称

武生東小学校★

市役所本庁舎�

福祉健康センター

市役所分庁舎

武生西小学校

武生第一中学校

武生西公民館★

武道館

体育館

中央図書館★

武生南小学校★�

武生第二中学校

武生南公民館★�

武生体育センター

神山小学校

吉野小学校

吉野公民館★

コミュニティセンター柳荘

国高小学校★

武生第三中学校

国高公民館

地区

大虫

坂口

王子保

北日野

北新庄

味真野

白山

施設名称

大虫小学校★

大虫体育館

坂口小学校

王子保小学校★

武生第六中学校

王子保公民館

しきぶ温泉湯楽里

北日野小学校★

万葉中学校

北新庄小学校★

北新庄体育館

味真野小学校★

味真野公民館

東運動公園事務所

白山小学校★

武生第五中学校

白山公民館★

設置施設一覧 ★…今回新しく設置した場所

AED(自動体外式除細動器)

※今回のAED増設は、武生信用金庫
からの寄付によるものです。
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 男女平等

●性差などによるいろんな悩み相談
・男女平等オンブッド(ハート・フル・たけふ)

　1(２２)３６６８

　毎週月～金曜日　毎月第１土曜日

　(第１土曜日に限り予約が必要)

　午前９時～午後５時

　　※労働相談(要予約)
　　毎月第１土曜日　午後１時～４時

　電子メールアドレス

　ombud@city .ech izen . lg . jp

●女性相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　水曜日　午前９時～午後５時半

 子育て

●家庭児童相談室・ひとり親家庭相談
・児童福祉課　1(２２)３００６

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

●児童養護に関する相談
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)
・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」

　1(２２)３０７７

　毎日　午前９時～午後５時半

●子育て相談(地域子育て支援センター)
・ＮＰＯ法人 子どもセンター

　「ピノキオ」(ハート・フル・たけふ)

　1(２３)８２１１

　毎日(休日も)　午前９時～午後５時

・「フォルマシオーン」(国高保育園内)

　1(２３)６３１８

　月～金曜日　午前９時～午後５時

・「いまだて」(粟田部保育園内)

　1(４２)２５１１

　月～金曜日

　午前９時～午後５時

 くらし

●行政相談　

・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５

　第１・３月曜日　午後１時半～４時

・社会福祉センター(今立)

　1(４３)８８８８

　第２水曜日　午後１時半～４時

●人権相談
・生涯学習センター(府中１丁目)　

　1(２２)３００５

　第１月曜日　午後１時～４時

　第３金曜日　午前９時～正午

●法律相談
　(電話での相談、受け付けはできません)
・社会福祉協議会武生事務所

　(ハート・フル・たけふ)

　1(２２)８５００

　第１・３木曜日　午前９時半～正午

　午前８時半から受付(定員10人)

●消費生活相談
・消費者センター(センチュリープラザ)

　1(２２)３７７３

　月～金曜日　午前８時半～午後５時

●結婚相談
・生涯学習センター(府中１丁目)

　1(２２)３００５　

　第１・２・３水曜日　午後１時～４時

　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時

・社会福祉センター(今立)

　1(４３)８８８８

　第１・３水曜日　午後１時半～４時

 職業・労働　　　　　　

★ヤングキャリアナビゲーション
　(働く若者を対象に、仕事や対人関係

の悩みについての相談や、能力向上
のための情報提供を行います)

　月曜日　午後７時～９時

　※事前に予約が必要

　※１日３人まで、１人あたり50分

・地域職業訓練センター(高瀬一丁目)

　1(２３)６８５５

★若者の就職に関するカウンセリング
　毎月第１月曜日　午後１時～５時

　※５日前までに予約が必要

・地域職業訓練センター(高瀬一丁目)

　1(２３)６８５５

 健康

●健康相談
・健康増進課　1(２４)２２２１

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

●夜間、子どもの急病時に、すぐに病
院に行ったほうが良いのか、翌朝ま
で様子をみて良いのか迷ったときに、
小児科医が電話でアドバイスします。

　1＃８０００(短縮ダイヤル)

　1０７７６(２５)９９５５

　毎日　午後７時～11時

 こころ

●こどもの人権110番(全国共通)
　1０１２０(００７)１１０

　月～金曜日　午前８時半～午後５時15分

●ヤングテレフォン
　1(２３)６６９９

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

●知的障害者の相談(要予約)
・社会福祉課　1(２２)３００４

　第２水曜日　午後１時半～４時

●心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所
　(ハート・フル・たけふ)

　1(２２)８５００

　火曜日　午後１時半～４時

●こころの健康相談(要予約)
・丹南健康福祉センター(鯖江市水落町)

　1(５１)００３４

　第１・３木曜日　午後１時半～４時半

休日診療について

1０１２０(２４)４８９４

▼提案箱で
　・市役所正面玄関ロビー
　・今立総合支所正面玄関ロビー
▼電子メールで
　koutyou@city.echizen.lg.jp
▼ファックスで
　FAX(２４)３３０７

元気な越前市へ元気な越前市へ元気な越前市へ
市政への意見や提案をお待ちしています

越前市広報12月15日号23

　「閑月の苑」は、後継者のいない人の共同納骨塚
です。納骨供養料は一霊につき１０万円からです。
　宗教・宗派に関係なく、どなたでも御利用いた
だけます。

かんげつ　　　 その 広告

●市民相談電話
　 1(２２)１１２２
　毎週月～金曜日
　午前８時半～午後５時半

　どこに電話すればいいのか

わからない場合は、こちらへ

問い合わせてください。



中
央
図
書
館

　
1(

２
２)

０
３
５
４

今
立
図
書
館

　
1(

４
３)

０
２
２
９

図書館
だより

問合先問合先

♪
♪

次号は １月15日発行

越前市広報12月15日号

【 11月１日現在】

◆総人口� 87,463人
　　内外国人� 3,422人
◆男� 42,800人
　　内外国人� 1,669人
◆女� 44,663人
　　内外国人� 1,753人
◆世帯数� 29,002世帯
　　内外国人� 2,488世帯

12月の納税12月の納税

人口人口

　
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

期
間
　
12
月
29
日
(土)
〜
１
月
３
日
(木)

※
中
央
・
今
立
図
書
館
と
も
休
館
。

※
休
館
中
、
本
の
返
却
は
各
館
玄
関

横
に
あ
る
返
却
口
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
破

損
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
返
却
口

に
は
入
れ
ず
、
窓
口
で
直
接
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

●「書は人なり」土田帆山氏を撮る
　12月18日C～24日(振休)

開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　(入館は午後５時半まで)
入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

●冬の館蔵品展

　「心を伝える　ー手紙と絵葉書ー」
　１月５日G～２月24日A　

開館時間　午前10時～午後６時
 (入館は午後5時半まで)

入館料　無料
休館日　毎週月曜日と祝日の翌日

　
中
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図
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報

●
名
作
映
画
会
を
開
催

と
き
　
12
月
22
日
(土)
　
午
後
２
時
〜

上
映
作
品
　
「
山
猫
」（
１
９
６
３
年
、

ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
監
督
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
　
12
月
23
日
(祝)
　
午
後
２
時
〜

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ジ

ャ
ズ
な
ど
の
名
曲

※
い
ず
れ
も
入
場
は
無
料
で
す
。

●ウルフルズ2008ツアー
　「KEEP ON , MOVE ON」
　３月11日C　午後６時半開演
　料金　5,800円(全席指定)

●固定資産税・都市計画税

　⇒第３期

●国民健康保険税　⇒第６期

●介護保険料　　　⇒第６期

納期限　12月25日C
※口座振替の人は残高の確認を
※納税はお早めに

つち だ はんざん

玉村  彩華ちゃん

たまむら    あや　か

(２歳)

おそうじ大好き！
いつも、きれい、きれい。　　　

tいわさき
　ちひろ
　書簡

と　き　平成20年１月13日a　
ところ　文化センター(高瀬二丁目)

▼式典   午後１時半～１時50分
　内容　祝辞、新成人のことば

▼講演会　午後２時～３時
　「テレビ番組が伝える福井の魅力」 

　講師　松下尚史氏
　　　(福井テレビアナウンサー)

▼新成人のつどい
　午後３時10分～４時半
　内容　アトラクションなど成

人式実行委員会の企画

お願い　車での来場はご遠慮く
ださい。やむを得ず車で来る
場合には、市体育館駐車場を
利用してください。また、簡
素な服装で参加しましょう。
その他　式典と講演会は、市民

の皆さんも参加できます。
問合先　生涯学習課
　1(２２)３９７７

成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内成人式のご案内

まつした なお し

と　き　12月18日c、28日f
１月15日c、31日e
午後８時まで

ところ　納税課

と　き　平成20年１月13日a
　　　　午前９時～11時
ところ　市体育館および駐車場
　　　　(高瀬二丁目)
内容　一斉放水、分列行進など
※雨天決行(内容を一部変更)
問合先　南越消防組合中消防署
　 1(２１)０１１９

　これから年末年始にかけ、お酒
を飲む機会が増えてきます。飲酒
運転は自分だけでなく、相手にも
多大な被害をも
たらします。
　絶対にやめま
しょう。

古紙配合率70%再生紙を使用しています 
越前市広報12月15日号 24

※越前市は環境マネジメントシステム

　ISO14001自己適合宣言を行っています。

◆越前市のホームページアドレス　　　
　 http://www.city.echizen. lg . jp
◆編集・発行　越前市秘書広報課
〒915-8530 越前市府中一丁目13-7�
10 7 7 8 ( 2 2 ) 3 0 0 0（代表）

催し物情報催し物情報催し物情報

ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅ギャラリー叔羅 1(23)58111(23)5811

しくらしくら

公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館公会堂記念館 1(21)39001(21)3900

文化センター文化センター文化センター文化センター 1(23)50571(23)5057

飲酒運転は
絶対やめましょう！
飲酒運転は
絶対やめましょう！

消防出初式を開催消防出初式を開催消防出初式を開催

夜間納税窓口・納税相談日夜間納税窓口・納税相談日

や
ま
ね
こ

チケット販売中！


